
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
誌
第
三
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
よ
り
継
続
し
て
い
る
正
倉
院
文

書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
の
第
一
〇
回
目
に
あ
た
る
。
今
回
対
象
と
す
る

の
は
、
天
平
一
六
年
（
七
四
四
）
で
あ
る
。
本
目
録
作
成
に
至
っ
た
経
緯
や
そ
の

目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二

凡
例

・
文
書
番
号
は
原
則
と
し
て
日
付
順
に
付
し
た
。
但
し
、
特
に
密
接
な
関
係
を
有

す
る
文
書
は
隣
接
さ
せ
た
場
合
が
あ
る
。

・
文
書
番
号
に
は
階
層
性
を
持
た
せ
て
い
る
。
単
体
の
文
書
が
集
合
し
て
継
文
を

な
す
場
合
、
そ
の
集
合
に
文
書
番
号
を
付
し
、
各
文
書
に
は
枝
番
号
を
付
し
た
。

ま
た
、
各
文
書
が
小
集
合
を
構
成
し
、
数
個
の
小
集
合
が
集
合
す
る
か
、
小
集

合
に
さ
ら
に
文
書
が
続
く
な
ど
し
て
、
よ
り
大
き
な
集
合
を
構
成
し
て
い
る
場

合
に
は
、
最
も
大
き
い
集
合
に
文
書
番
号
を
与
え
、
小
集
合
或
い
は
そ
れ
に
連

続
す
る
各
文
書
に
枝
番
号
を
、
各
小
集
合
内
の
各
文
書
に
は
さ
ら
に
枝
番
号
を

付
し
た
。

・
文
書
名
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
目
的
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
心
が
け
た
。
し
た
が
っ
て
『
大
日
本
古
文
書
』
の
文
書
名
と
は
必
ず
し
も
同

一
で
は
な
い
。
題
箋
が
あ
る
場
合
に
は
基
本
的
に
そ
れ
に
基
づ
き
、
公
式
様
文

書
の
場
合
は
発
信
者
と
書
式
を
明
示
す
る
文
書
名
を
付
け
た
。

・
年
月
日
の
項
に
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
年
月
日
（
帳
簿
の
場
合
に
は
開
始
年
月

日
）
を
示
し
た
。（

）
は
推
定
。
以
下
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
年
号
の
天

平
感
宝
は
「
感
宝
」、
天
平
勝
宝
は
「
勝
宝
」
と
略
記
し
、
正
月
は
「
１
」
月
、

閏
月
は
�
の
よ
う
に
示
し
た
。

・
期
間
／
作
成
の
項
に
は
、
作
成
年
月
日
が
特
定
で
き
る
文
書
に
は
「
作
成
」
を
、

帳
簿
な
ど
複
数
の
年
月
日
に
わ
た
る
場
合
や
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
そ
の
記

載
対
象
の
最
終
年
月
日
を
「
〜
」
に
続
け
て
示
し
た
。
な
お
、
案
文
な
ど
は
記

正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
十
六
年
―

北

村

安

裕

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
二
号

二
〇
〇
八
年
三
月
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載
年
月
日
と
作
成
年
月
日
が
同
一
と
は
限
ら
な
い
が
、
特
に
区
別
は
せ
ず
、
記

載
年
月
日
を
も
っ
て
作
成
と
し
た
。

・
写
経
事
業
等
の
項
に
は
、
主
に
そ
の
文
書
が
ど
の
写
経
事
業
に
関
す
る
文
書
か

を
記
し
た
。
特
定
の
写
経
事
業
等
と
関
係
し
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
「
－
」
で

示
し
た
。
な
お
、
複
数
の
写
経
事
業
に
関
わ
る
継
文
の
場
合
、
関
係
す
る
写
経

事
業
を
も
っ
と
も
大
き
い
集
合
の
本
項
に
列
記
し
、
枝
番
号
を
付
し
た
各
文
書

に
つ
い
て
は
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。

・
文
書
機
能
の
項
に
は
、
数
段
階
の
文
書
機
能
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
目
録
と
し

て
採
用
し
た
主
た
る
機
能
の
ほ
か
に
、（

）
に
そ
の
旨
を
記
し
た
も
の
が
あ

る
。

・
作
成
／
発
信
↓
受
信
の
項
に
は
、
文
書
の
作
成
／
保
管
主
体
、
ま
た
は
文
書
の

発
信
者
／
受
信
者
を
示
し
た
。
ま
た
、
案
文
の
場
合
に
は
「
写
疏
所
（
↓
金
光

明
寺
造
物
所
政
所
）」
と
い
う
形
で
、
推
定
さ
れ
る
正
文
の
受
信
者
を
示
し
た
。

・
大
日
古
の
項
に
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
二
五
巻
に
お
け
る
所
在
を

巻
数
と
頁
数
に
よ
っ
て
八
４１１
（
八
巻
四
一
一
頁
の
意
）
の
ご
と
く
示
し
た
。

『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て

「
未
収
」
と
し
た
。

・
文
書
の
所
在
の
項
で
は
、
以
下
の
略
号
を
用
い
た
。
S＝

正
集
、
Z＝
続
修
、

ZK＝

続
修
後
集
、
ZB＝

続
修
別
集
、
J＝

塵
芥
、
ZZ＝

続
々
修
、
拾
遺＝

国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
正
倉
院
文
書
拾
遺
』。
断
簡
番
号
は
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
目
録
』
既
刊
部
分
（
正
集
〜
塵
芥
、
以
下
編
纂
所
目

録
と
略
す
）
は
そ
れ
に
従
い
、
必
要
に
応
じ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写

真
に
示
さ
れ
た
紙
数
番
号
を
〈

〉
で
示
し
た
。
未
刊
部
分
は
紙
数
番
号
の
み

を
記
し
た
。

・
文
書
の
所
在
か
ら
他
の
利
用
に
か
け
て
の
項
は
、
文
書
と
料
紙
と
の
対
応
を
視

覚
的
に
明
示
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
項
は
文
書
の
区
切
と

必
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
書
・
継
文
を
構
成
す
る
各
断
簡
の
接

続
上
の
ま
と
ま
り
を
、
�
・
�
…
の
形
で
文
書
の
所
在
の
項
に
表
示
し
た
場
合

が
あ
る
。

・
次
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
何
次
利
用
か
を
示
し
た
。

・
他
の
利
用
の
項
に
は
、
同
一
の
紙
質
上
に
当
該
文
書
以
外
に
文
字
を
書
く
媒
体

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
を
示
し
た
。
主
に
紙
背
の
利
用
で
あ

る
。
利
用
が
な
い
場
合
は
空
欄
と
し
た
。

・
備
考
の
項
に
は
、
上
記
以
外
に
担
当
者
の
気
づ
い
た
留
意
点
な
ど
を
示
し
、
端

裏
書
や
、
八
世
紀
当
時
及
び
近
代
の
編
成
時
に
お
け
る
往
来
軸
・
付
箋
の
情
報

は
必
ず
記
す
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目

録
』「
未
収
古
文
書
目
録
」（
以
下
未
修
目
録
と
略
す
）
に
よ
る
情
報
﹇
飯
田
二

〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
﹈
を
記
し
た
。

・
金
光
明
寺
付
属
の
写
経
機
関
は
様
々
に
呼
称
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
文
書
の

表
記
に
従
い
、
そ
れ
以
外
は
「
写
疏
所
」
に
統
一
し
た
。

・
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
文
書
影
印
集
成
』
解
説
は
、
集
成
解
説
と

略
す
。

・
本
目
録
に
含
ま
れ
な
い
天
平
一
六
年
の
内
容
を
含
む
文
書
に
つ
い
て
、
以
下
の

略
称
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
「
八
―
三
五
五
」
の
形
で
『
大
日
本
古
文
書
』

編
年
文
書
の
巻
数
と
頁
数
を
示
し
た
（
以
下
、
本
文
で
『
大
日
本
古
文
書
』
編

年
文
書
の
巻
数
・
頁
数
を
示
す
場
合
に
は
こ
の
方
式
に
よ
る
）。
所
在
等
に
つ

い
て
は
、
先
行
目
録
の
当
該
文
書
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
写
経
所
解
案
A
〕
…
天
平
一
六
年
七
月
二
五
日
写
経
所
解
案
（〔
飯
田
目
録

〇
五
七
―
〇
〇
二
〕）

〔
写
経
所
解
案
B
〕
…
天
平
一
六
年
一
二
月
二
四
日
写
経
所
解
案
（〔
飯
田
目
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録
〇
五
七
―
〇
〇
三
〕）

〔
常
疏
料
紙
収
納
帳
〕
…
天
平
一
五
年
八
月
二
一
日
常
疏
料
紙
収
納
帳
（〔
飯

田
目
録
〇
三
一
〕）

〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕
…
天
平
一
五
年
六
月
一
五
日
常
疏
紙
充
帳
（〔
飯
田
目
録

〇
一
九
〕）

〔
常
疏
紙
充
帳
B
〕
…
天
平
一
五
年
八
月
一
〇
日
常
疏
紙
充
帳
（〔
飯
田
目
録

〇
三
〇
〕）

〔
常
本
充
帳
〕
…
天
平
一
五
年
九
月
常
本
充
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
三
三
〕）

〔
常
疏
校
帳
〕
…
天
平
一
五
年
一
二
月
常
疏
校
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
五
八
〕）

〔
常
疏
充
装
潢
帳
〕
…
天
平
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
常
疏
充
装
潢
等
帳
（〔
飯

田
目
録
〇
四
一
〕）

〔
間
紙
充
帳
〕
…
天
平
一
五
年
五
月
間
紙
充
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
一
一
〕）

〔
間
本
充
帳
〕
…
天
平
一
五
年
九
月
一
日
間
本
充
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
三

四
〕）

〔
間
校
帳
〕
…
天
平
一
五
年
五
月
間
校
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
一
七
〕）

〔
雑
書
充
装
潢
帳
〕
…
天
平
一
五
年
八
月
九
日
雑
書
充
装
潢
等
帳
（〔
飯
田
目

録
〇
三
二
〕）

〔
収
納
并
返
送
帳
〕
…
天
平
一
五
年
五
月
一
日
律
論
疏
集
伝
等
本
収
納
并
返

送
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
一
五
〕）

〔
検
定
并
出
入
帳
〕
…
天
平
一
四
年
納
櫃
本
経
検
定
并
出
入
帳
（〔
三
上
目
録

三
〇
〕）

〔
筆
墨
納
帳
〕
…
天
平
一
五
年
五
月
一
日
写
疏
料
筆
墨
納
帳
（〔
飯
田
目
録
〇

一
〇
〕）

〔
筆
墨
充
帳
A
〕
…
天
平
一
五
年
五
月
一
八
日
写
疏
料
筆
墨
充
帳
（〔
飯
田
目

録
〇
一
二
〕）

〔
筆
墨
充
帳
B
〕
…
天
平
一
五
年
七
月
二
三
日
写
疏
料
筆
墨
充
帳
（〔
飯
田
目

録
〇
二
四
〕）

三

写
経
事
業
の
概
観

１

天
平
一
六
年
の
写
経
事
業
と
写
経
機
関

五
月
一
日
経
の
書
写
は
、
前
年
の
天
平
一
五
年
よ
り
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い

た
。
五
月
一
日
経
は
開
元
釈
経
録
に
載
る
経
典
の
網
羅
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、

底
本
の
不
足
に
よ
っ
て
一
四
年
末
に
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で

大
幅
な
方
針
転
換
が
な
さ
れ
、
開
元
釈
経
録
に
含
ま
れ
な
い
録
外
経
・
別
生
・
章

疏
な
ど
を
加
え
た
写
経
事
業
と
し
て
、
翌
一
五
年
五
月
よ
り
五
月
一
日
経
は
再
始

動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
﹇
皆
川
一
九
六
二
﹈。
本
年
の
写
経
事
業
を
推

進
し
た
機
関
は
、
以
上
の
事
業
の
展
開
に
対
応
し
て
写
疏
所
と
称
さ
れ
た
。

前
年
の
一
五
年
に
は
、
五
月
一
日
経
の
再
開
と
軌
を
一
に
し
て
、
い
ま
一
つ
の

一
切
経
書
写
事
業
が
始
動
し
て
い
た
。
聖
武
発
願
の
大
官
一
切
経
で
あ
る
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
事
業
を
異
に
す
る
二
つ
の
作
業
場
が
設
け
ら
れ
、
五
月
一
日
経
書

写
に
携
わ
っ
て
い
た
経
師
の
一
部
は
大
官
一
切
経
の
作
業
場
に
出
向
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
大
官
一
切
経
は
同
年
末
ま
で
に
休
止
さ
れ
て
し
ま
い
、
関
わ
っ
て
い

た
経
師
は
再
び
五
月
一
切
経
の
作
業
に
戻
さ
れ
た
﹇
渡
辺
一
九
八
七
ａ
﹈。
し
た

が
っ
て
、
本
年
は
写
疏
所
の
統
括
す
る
単
一
の
写
経
場
に
お
い
て
、
五
月
一
日
経

（
常
疏
）・
間
写
・
私
願
経
等
の
時
々
に
応
じ
た
写
経
事
業
を
行
う
体
制
が
と
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
年
の
事
業
を
担
当
し
た
写
疏
所
の
案
主
は
、
辛
国
人
成
と
阿
刀
酒
主
の
二
名

で
あ
る
。
こ
の
体
制
は
前
年
の
五
月
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
前
年
に
は
阿
刀
酒
主

が
五
月
一
日
経
、
辛
国
人
成
が
大
官
一
切
経
と
い
う
大
ま
か
な
分
掌
が
存
在
し
て
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い
た
よ
う
で
あ
る
﹇
渡
辺
一
九
八
七
ａ
﹈。
こ
の
案
主
が
二
名
併
存
す
る
体
制
は
、

五
月
一
日
経
・
大
官
一
切
経
と
い
う
二
つ
の
写
経
事
業
が
並
立
す
る
状
況
を
反
映

し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
山
下
一
九
九
九
﹈。
但
し
、
本
年
に
は
大

官
一
切
経
は
停
止
さ
れ
て
い
る
が
、
案
主
の
定
員
削
減
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
後
、
翌
一
七
年
に
は
辛
国
人
成
が
出
家
し
て
案
主
を
去
る
の
と
前
後
し
て
志
斐

麻
呂
が
新
た
に
案
主
と
し
て
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、
案
主
二
名
と
い
う
体
制
は

写
経
事
業
の
数
に
よ
ら
な
い
利
便
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

写
疏
所
を
統
括
す
る
上
級
機
関
に
つ
い
て
は
、
金
光
明
寺
造
物
所
と
す
る
説

﹇
若
井
一
九
八
六
、
山
下
一
九
九
九
な
ど
﹈
と
造
物
所
・
政
所
な
ど
の
所
を
統
括

す
る
「
造
金
光
明
寺
所
」
と
す
る
説
﹇
渡
辺
一
九
八
七
ｂ
﹈
と
が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
前
者
の
説
に
よ
り
金
光
明
寺
造
物
所
と
す
る
。〔
四
二
〕〔
四
八
〕
な
ど
に
は
、

金
光
明
寺
造
物
所
が
外
部
機
関
と
の
写
疏
所
に
関
連
す
る
折
衝
の
主
体
と
し
て
み

え
て
お
り
、
写
疏
所
の
上
級
機
関
と
し
て
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。
金
光
明
寺
造

物
所
政
所
に
属
す
る
官
人
に
つ
い
て
は
、
他
に
本
官
を
有
す
る
場
合
が
多
く
﹇
山

下
一
九
九
九
﹈、
そ
の
大
部
分
は
皇
后
宮
・
春
宮
坊
の
官
人
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
官
人
た
ち
の
役
職
は
判
然
と
し
な
い
場
合
が
多
い
が
、
本
年
に
関
わ
る
も

の
と
し
て
は
市
原
王
・
田
辺
真
人
の
二
名
が
そ
れ
ぞ
れ
長
官
と
史
生
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
高
屋
赤
麻
呂
・
小
野
国
堅
・
葛
野
古
麻
呂
・
川

村
副
物
・
田
辺
足
麻
呂
ら
が
政
所
の
官
人
と
し
て
み
え
る
。

２

甲
可
宮
に
お
け
る
写
経
事
業

天
平
一
六
年
は
紫
香
楽
宮
の
存
在
が
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
年
で

あ
っ
た
。
正
月
の
時
点
で
恭
仁
京
の
造
営
事
業
は
既
に
停
止
さ
れ
て
お
り
、
二
月

に
な
る
と
内
外
印
・
高
御
座
等
の
移
動
が
慌
た
だ
し
く
実
行
さ
れ
て
、
難
波
宮
を

皇
都
と
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
宣
言
が
出
さ
れ
る
頃
に
は
聖

武
天
皇
は
既
に
紫
香
楽
宮
に
移
っ
て
お
り
、
一
一
月
に
は
難
波
宮
に
留
ま
っ
て
い

た
元
正
太
上
天
皇
も
紫
香
楽
に
入
っ
た
。
同
地
で
は
前
年
よ
り
大
仏
の
造
立
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
一
一
月
に
は
体
骨
柱
が
建
て
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
、

紫
香
楽
は
仏
教
を
核
と
し
た
新
京
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
状
況
を
反
映
し
、
本
年
の
写
経
機
関
関
係
文
書
に
は
「
甲
可
宮
」
の
語

が
散
見
さ
れ
、
同
所
に
お
け
る
写
経
事
業
の
存
在
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

甲
可
宮
官
人
と
し
て
宣
し
て
い
る
「
茨
田
少
進
」（
八
―
一
九
〇
）
は
皇
后
宮
職

の
官
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
甲
可
宮
は
具
体
的
に
は
紫
香
楽

に
お
け
る
皇
后
宮
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
﹇
若
井
一
九
八
六
﹈。
紫
香
楽
宮
に
お

い
て
、
皇
后
宮
に
付
属
し
た
写
経
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
写
疏
所
の
経
師
が
そ

こ
に
出
向
す
る
形
で
写
経
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
写
経

事
業
は
写
疏
所
に
お
い
て
間
写
と
同
一
の
範
疇
で
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
光
明
の

意
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
﹇
渡
辺
一
九
八
七
ａ
﹈。

一
六
年
の
前
半
期
に
つ
い
て
は
、
甲
可
宮
で
の
写
経
が
写
疏
所
の
作
業
報
告
で

あ
る
〔
写
経
所
解
案
A
〕
に
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
甲
可
宮
で
の
作
業
は
写
疏

所
の
事
務
的
管
轄
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
期
に
つ
い
て
は
、
写
疏

所
の
作
業
を
記
録
し
た
〔
写
経
所
解
案
B
〕
に
は
甲
可
宮
写
経
の
こ
と
が
あ
ら
わ

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
平
勝
宝
年
間
間
経
目
録
に
は
、「
甲
可
宮
所
奉
写

者
」
と
し
て
〔
写
経
所
解
案
A
〕
に
含
ま
れ
な
い
経
典
が
み
え
て
お
り
（
一
二
―

二
九
六
〜
二
九
七
）、
写
経
事
業
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の

時
期
に
は
、
そ
の
他
の
写
疏
所
関
連
文
書
に
も
甲
可
宮
写
経
に
つ
い
て
あ
ま
り
み

え
な
く
な
る
が
、
こ
れ
は
甲
可
宮
写
経
が
独
自
の
予
算
・
体
制
の
も
と
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
﹇
川
原
一
九
九
三
﹈。

〔
筆
墨
充
帳
A
〕〔
同
B
〕
に
よ
れ
ば
、
甲
可
宮
写
経
に
用
い
ら
れ
た
筆
墨
は
翌

一
七
年
二
月
初
頭
ま
で
に
は
写
疏
所
に
移
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
先
行
す
る
時
期
、
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お
そ
ら
く
は
一
六
年
末
ま
で
に
事
業
は
打
ち
切
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
﹇
渡
辺
一
九

八
七
ａ
﹈。

３

五
月
一
日
経
（
常
疏
）・
間
写

本
年
の
五
月
一
日
経
（
常
疏
）
の
書
写
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
収
納
（〔
収
納

并
返
送
帳
〕）・
料
紙
の
収
納
（〔
常
疏
料
紙
収
納
帳
〕）・
経
師
へ
の
底
本
支
給

（〔
常
本
充
帳
〕）・
経
師
へ
の
料
紙
支
給
（〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕〔
同
〕
B
〕〔
〇

五
〕〔
二
〇
〕）・
写
経
手
実
（〔
四
四
―
〇
一
〕）・
校
正
の
進
行
（〔
常
疏
校

帳
〕）・
装
潢
へ
の
回
送
（〔
常
疏
充
装
潢
帳
〕）・
布
施
の
申
請
（〔
四
四
〕〔
四

五
〕〔
四
六
〕）
と
い
っ
た
一
連
の
作
業
に
関
す
る
史
料
が
残
存
し
て
お
り
、
写
経

事
業
の
進
行
を
か
な
り
詳
細
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
作
業
の
進
行
と
し
て
は
、

前
半
期
に
は
法
蔵
撰
華
厳
経
疏
一
部
二
〇
巻
・
元
暁
撰
華
厳
経
疏
一
部
八
巻
な
ど

を
中
心
と
し
つ
つ
、
根
本
律
摂
一
部
二
〇
巻
・
鏡
中
集
一
部
一
〇
巻
・
成
実
論
義

章
一
部
二
三
巻
な
ど
が
書
写
さ
れ
た
。
後
半
期
に
は
華
厳
論
一
部
五
〇
巻
の
書
写

が
も
っ
と
も
大
部
の
も
の
で
あ
り
、
一
切
経
要
集
一
部
三
一
巻
・
順
正
論
疏
一
部

二
〇
巻
な
ど
の
書
写
が
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

本
年
の
写
経
事
業
の
特
徴
は
、
法
蔵
撰
華
厳
経
疏
・
元
暁
撰
華
厳
経
疏
・
華
厳

論
・
華
厳
孔
目
な
ど
の
華
厳
章
疏
や
、
起
信
論
別
記
・
摩
訶
衍
起
信
論
別
記
・
起

信
論
疏
な
ど
の
大
乗
起
信
論
注
釈
書
な
ど
、
華
厳
経
関
連
経
典
の
書
写
が
多
く
見

ら
れ
る
点
に
あ
る
。〔
収
納
并
返
送
帳
〕
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
経
典
の
借
受
先

は
慈
訓
所
・
平
栄
所
・
平
摂
所
な
ど
多
様
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
元
は
慈
訓
の
蔵

書
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
慈
訓
は
天
平
一
五
年
に
華
厳
経
講
説
の
講
師
を
務
め
て

お
り
、
そ
の
任
期
の
終
了
と
と
も
に
集
積
さ
れ
た
華
厳
経
関
連
の
底
本
を
写
経
事

業
に
用
い
う
る
条
件
が
整
っ
た
の
で
あ
ろ
う
﹇
山
本
二
〇
〇
六
﹈。

間
写
に
つ
い
て
は
、
経
師
へ
の
料
紙
支
給
（〔
間
紙
充
帳
〕）・
経
師
へ
の
底
本

支
給
（〔
間
本
充
帳
〕）・
写
経
手
実
（〔
四
四
―
〇
二
〕）・
校
正
の
進
行
（〔
間
校

帳
〕）・
装
潢
へ
の
回
送
（〔
雑
書
充
装
潢
帳
〕）・
布
施
の
申
請
（〔
四
四
〕〔
四

五
〕〔
四
六
〕）
と
い
う
作
業
の
流
れ
を
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
前
半
期

の
作
業
に
は
理
趣
経
一
六
巻
・
法
蔵
撰
華
厳
経
疏
二
部
四
〇
巻
な
ど
比
較
的
大
部

の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
後
半
期
に
は
小
部
の
書
写
が
多
い
。

間
写
の
特
徴
と
し
て
は
、
既
に
常
疏
で
書
写
さ
れ
た
経
典
が
対
象
と
な
る
場
合

が
多
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
法
蔵
撰
華
厳
経
疏
一
部
二
〇
巻
・
華
厳
孔
目
一
部
四

巻
・
華
厳
経
一
乗
教
分
記
一
部
三
巻
・
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
一
部
四
巻
・
十
一
面

神
呪
心
経
義
疏
一
巻
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

４

僧
正
弥
勒
経

僧
正
弥
勒
経
は
、
玄
�
発
願
の
弥
勒
経
一
〇
〇
部
三
〇
〇
巻
の
写
経
事
業
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
経
師
へ
の
料
紙
・
筆
墨
の
支
給
（〔
一
三
〕）、
写
経
手

実
（〔
一
九
〕）
な
ど
の
史
料
が
残
る
。
経
師
に
対
す
る
料
紙
の
支
給
が
三
月
半
ば

か
ら
開
始
さ
れ
、
写
疏
所
の
多
く
の
経
師
の
参
加
の
も
と
五
月
初
頭
ま
で
に
集
中

的
に
写
経
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
常
疏
に
お
け
る
経
師
へ
の
料
紙
支
給
が

滞
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
僧
正
弥
勒
経
の
作
業
に
多
く
の
労

力
が
配
分
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
僧
正
弥
勒
経
の
事
業
は
あ
く
ま
で
私
願
経
の

一
種
で
は
あ
る
が
、
実
際
の
作
業
は
常
疏
・
間
写
に
も
あ
る
程
度
優
先
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
前
年
の
天
平
一
五
年
に
は
玄
�
発
願
の
私
願
経
と
し
て
法
華
経
五
〇

部
四
〇
〇
巻
・
法
華
摂
釈
一
部
四
巻
の
書
写
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
間
写
に
準

ず
る
写
経
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
鷺
森
一
九
八

八
﹈
が
、
僧
正
弥
勒
経
に
も
同
様
の
性
格
を
見
い
だ
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
な

お
、
五
〇
部
法
華
経
に
際
し
て
は
「
写
法
花
所
」
と
い
う
写
経
機
関
名
が
み
え
る

が
、
僧
正
弥
勒
経
関
連
文
書
に
は
同
様
の
機
関
名
は
み
え
な
い
。
本
事
業
の
担
当
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と
な
っ
た
案
主
は
阿
刀
酒
主
。

四

個
別
文
書
の
検
討

〔
〇
一
〕
四
分
律
抄
（
六
巻
鈔
）
の
書
写
に
関
す
る
記
録
。〔
常
本
充
帳
〕〔
間
本

充
帳
〕
に
四
分
律
抄
第
四
巻
を
高
市
老
人
に
充
て
た
こ
と
が
み
え
（
八
―
四

三
二
・
三
六
八
）、〔
間
紙
充
帳
〕
に
よ
れ
ば
天
平
一
五
年
一
二
月
二
日
〜
二

二
日
の
間
に
四
分
律
抄
第
四
巻
料
と
し
て
黄
紙
八
〇
枚
を
高
市
老
人
に
充
て

て
お
り
（
八
―
三
九
五
）、
本
文
書
の
記
載
と
合
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
結

局
高
市
老
人
に
よ
る
書
写
は
完
了
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
一
六
年
一
二

月
五
日
に
は
鳥
取
益
麻
呂
に
改
め
て
充
紙
が
な
さ
れ
て
書
写
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
（
八
―
三
九
七
）。
彼
ら
二
名
分
の
作
業
報
告
は
一
七
年
五

月
一
〇
日
写
経
手
実
案
（
二
―
四
三
五
）
に
み
え
、
布
施
の
支
給
は
七
月
に

な
さ
れ
て
い
る
。
大
平
聡
氏
に
よ
れ
ば
、
四
分
律
抄
第
四
巻
書
写
は
間
写
と

し
て
開
始
さ
れ
た
が
、
平
行
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
常
写
と
誤
認
さ

れ
る
錯
誤
が
生
じ
、
甲
可
宮
写
経
の
開
始
な
ど
の
混
乱
も
あ
り
、
一
六
年
初

頭
に
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
﹇
大
平
一
九
八
七
﹈。
本
文
書
は
当
該
経

典
の
か
か
る
複
雑
な
経
緯
と
関
連
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
文
書

に
は
第
四
巻
は
用
紙
七
一
枚
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
高
市
老
人
が
書
写

し
た
の
は
六
六
枚
で
あ
る
（
二
―
四
三
五
）。
ま
た
、
鳥
取
益
麻
呂
分
を
含

め
る
と
合
計
紙
数
は
七
八
枚
と
な
り
、
本
文
書
の
数
値
と
は
合
わ
な
い
。

〔
〇
三
〕
経
師
の
写
紙
と
筆
墨
充
当
の
記
録
。
二
次
利
用
さ
れ
た
公
文
（
伊
豆
国

正
税
帳
）
の
一
次
文
書
面
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
（
三
次
利
用
）。

大
官
一
切
経
関
係
の
帳
簿
に
利
用
さ
れ
た
反
故
文
書
は
、
天
平
一
五
年
末
か

ら
翌
一
六
年
に
か
け
て
写
疏
所
で
三
次
利
用
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て

お
り
﹇
渡
辺
一
九
八
六
﹈、
本
文
書
及
び
〔
〇
六
〕
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

前
半
の
写
紙
数
に
関
す
る
記
載
は
、
筆
墨
充
当
に
関
す
る
他
の
例
（〔
〇

六
〕〔
二
七
〕
な
ど
）
か
ら
、
以
前
に
支
給
さ
れ
た
墨
一
廷
に
対
す
る
写
紙

数
を
示
す
と
考
え
う
る
か
。
前
半
に
み
え
る
「
官
」＝

大
官
一
切
経
（
一
五

年
一
二
月
で
中
断
）
や
「
法
花
」＝

玄
�
発
願
五
〇
部
法
華
経
（
〜
一
五
年

一
一
月
）
な
ど
は
前
年
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
〇
五
〕
天
平
一
六
年
閏
正
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
紙
充
帳
。
一
六
年
の
内
容

を
含
む
常
疏
紙
充
帳
に
は
、〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕〔
同
B
〕〔
二
〇
〕
な
ど
が

あ
る
が
、
本
文
書
の
対
象
と
す
る
時
期
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
集
計
結
果
の

み
を
記
し
て
い
て
、
料
紙
充
当
の
台
帳
と
し
て
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
他
の
紙
充
帳
に
載
る
経
師
は
互
い
に
重
複
し
な
い
が
、
本
文
書
は
他

の
紙
充
帳
所
載
の
経
師
を
網
羅
す
る
内
容
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
期
に
は
他
の
紙
充
帳
は
用
い
ら
れ
ず
、
本
文
書
が
唯
一
の
紙
充
帳
と

し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
本
文
書
に
は
案
主
に
よ
る
勘

検
や
布
施
支
給
に
関
す
る
文
言
は
み
え
ず
、
布
施
計
算
・
支
給
等
の
台
帳
と

し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
本
文
書
の
記
載
が
終
了
す
る
三
月
以
降
に
、

集
計
結
果
の
み
が
他
の
紙
充
帳
に
転
記
さ
れ
、
布
施
に
関
わ
る
機
能
は
そ
れ

ら
の
紙
充
帳
に
移
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕〔
同
B
〕〔
二

〇
〕
は
前
述
の
よ
う
に
記
載
す
る
経
師
の
重
複
が
な
い
独
立
し
た
帳
簿
で
あ

り
、
同
時
期
に
併
存
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
紙
充
帳
が
併
存
す
る

状
況
は
〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕〔
同
B
〕
の
作
成
さ
れ
た
一
五
年
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
よ
う
（〔
二
〇
〕
は
一
六
年
の
作
成
で
あ
る
が
、
所
載
の
経
師
は

そ
れ
以
前
よ
り
活
躍
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
経
師

を
内
容
と
す
る
紙
充
帳
も
一
五
年
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
）。
本

文
書
は
こ
れ
ら
複
数
の
紙
充
帳
に
記
載
さ
れ
る
経
師
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
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り
、
複
数
の
紙
充
帳
を
統
合
す
る
意
図
で
作
成
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
。

但
し
、
本
文
書
は
三
月
で
使
用
が
停
止
さ
れ
、
複
数
の
紙
充
帳
が
併
存
す
る

状
況
に
復
帰
し
て
い
る
。

〔
〇
六
〕
筆
墨
の
充
当
に
関
す
る
記
録
。〔
〇
三
〕
と
同
様
に
公
文
の
一
次
文
書
面

を
使
用
し
て
い
る
。
墨
線
で
一
次
文
書
を
抹
消
し
て
お
り
、
抹
消
は
本
文
書

の
文
字
が
途
切
れ
る
あ
た
り
ま
で
続
く
。〔
―
〇
一
〕
は
以
前
に
給
し
た
筆

墨
に
よ
る
写
紙
と
筆
墨
充
当
の
報
告
文
書
を
抄
出
し
て
、
帳
簿
を
作
成
し
た

と
思
わ
れ
る
。〔
―
〇
二
〕
は
後
欠
の
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、
同
様
に
報

告
文
書
を
抄
出
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

〔
〇
七
〕〔
〇
八
〕〔
〇
九
〕〔
一
〇
〕〔
〇
七
〕
は
、
天
平
一
六
年
前
半
を
中
心
と

し
た
間
写
に
関
す
る
写
経
手
実
帳
で
あ
る
。
奥
裏
に
「
此
手
実
者
、
可
破
却
。

然
、
依
可
視
所
在
、
暫
留
置
」
と
あ
り
、
将
来
的
に
破
棄
さ
れ
る
前
提
で
保

存
さ
れ
た
も
の
と
判
明
す
る
。〔
〇
七
―
〇
五
〕
は
一
紙
に
複
数
の
経
師
が

載
せ
ら
れ
て
お
り
、
案
主
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
理
趣
経
に
関
わ
る
手
実
様

の
報
告
文
書
の
案
文
で
あ
ろ
う
。〔
〇
七
〕
に
は
、
追
記
・
抹
消
に
よ
っ
て

記
載
の
整
理
が
は
か
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、〔
〇
七

―
〇
七
〕
は
、
当
初
法
蔵
撰
華
厳
経
疏
第
二
帙
第
五
巻
の
手
実
（「
合
受
紙

八
十
張

現
用
�
八
張
」）
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
同
第
三
巻
と
第

一
五
巻
が
書
写
さ
れ
た
た
め
、
朱
筆
で
「（
受
紙
）
百
六
十
」「（
現
用
）
百

卅
九
」
と
訂
正
さ
れ
、
さ
ら
に
第
三
巻
二
四
張
を
加
え
て
最
終
的
に
は

「（
受
紙
）
百
八
十
四
」「（
現
用
）
百
六
十
三
枚
」
と
い
う
記
載
と
な
っ
て
い

る
。
追
記
等
は
紙
を
ま
た
い
で
な
さ
れ
て
お
り
、
手
実
の
貼
継
後
の
も
の
と

判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
追
記
が
な
さ
れ
た
経
緯
は
、〔
〇
九
〕
と
〔
〇
七

―
〇
八
〕
の
関
係
か
ら
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
〇
九
〕
は
〔
〇
七
―

〇
八
〕
の
追
記
と
内
容
的
に
一
致
す
る
が
、「
此
面
不
要
」
と
し
て
反
故
に

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
記
載
内
容
の
〔
〇
七
―
〇
八
〕
へ
の
統
合
に
と
も

な
う
措
置
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
例
か
ら
、
追
記
が
な
さ
れ
る
際
に
は
基
と
な

る
個
別
の
手
実
が
存
在
し
、
こ
の
手
実
は
追
記
に
よ
る
記
載
の
統
合
と
と
も

に
反
故
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、〔
〇
八
〕
は
〔
〇
七

―
一
〇
〕、〔
一
〇
〕
は
〔
〇
七
―
一
一
〕
と
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
、
同

様
の
事
情
で
不
要
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〔
一
三
〕
僧
正
弥
勒
経
に
関
す
る
紙
充
帳
・
筆
墨
充
納
帳
。〔
―
〇
一
〕
の
人
名
配

列
は
、
基
本
的
に
は
初
め
て
料
紙
を
支
給
さ
れ
た
日
付
の
順
で
あ
る
。
但
し
、

丈
部
子
虫
（
四
月
二
四
日
開
始
）
と
王
広
麻
呂
（
五
月
二
日
開
始
）
の
二
名

に
つ
い
て
は
、
前
後
に
記
載
さ
れ
た
人
物
（
三
月
後
半
開
始
）
よ
り
か
な
り

遅
れ
て
紙
の
支
給
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
上
記
の
原
則
の
例
外
と
な
っ
て
い

る
。
両
名
の
前
後
の
余
白
は
他
よ
り
か
な
り
手
狭
で
あ
り
、
両
名
の
記
載
が

後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
両
名
の
料
紙
支
給
が

開
始
さ
れ
る
四
月
後
半
〜
五
月
初
頭
に
は
既
に
紙
充
帳
の
末
尾
が
手
狭
と

な
っ
て
い
た
た
め
に
な
さ
れ
た
措
置
で
あ
ろ
う
。〔
―
〇
二
〕
に
み
え
る
阿

刀
息
人
と
丈
部
子
虫
の
記
載
は
、
見
出
し
に
あ
た
る
「
筆
墨
充
帳
」
よ
り
前

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
は
、
阿
刀
息
人
の
記
載
が
開
始
さ
れ
る

三
月
二
六
日
の
段
階
で
末
尾
の
余
白
が
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
余
白
の

残
っ
て
い
た
五
紙
目
の
末
尾
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。〔
―
〇

二
〕
の
「
筆
墨
充
帳
」
は
料
紙
の
端
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
当
初
は
〔
―
〇

一
〕
と
独
立
し
た
帳
簿
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
三

月
二
六
日
の
段
階
で
は
現
状
の
接
続
が
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
以
上
の
経
緯
で
〔
―
〇
一
〕
の
余
白
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

上
述
の
如
く
丈
部
子
虫
・
王
広
麻
呂
の
充
紙
に
関
す
る
記
載
が
適
当
な
余
白

に
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

163



〔
一
五
〕
大
般
若
経
の
貸
出
に
関
す
る
記
録
。
本
文
書
か
ら
判
明
す
る
経
緯
を
整

理
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
天
平
一
六
年
四
月
一
六
日
に
写
疏
所
か

ら
西
宮
へ
貸
し
出
さ
れ
た
大
般
若
経
三
〇
〇
巻
（
大
般
若
寺
所
持
か
）
は
、

六
月
一
七
日
に
写
疏
所
に
返
納
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
二
巻
分
は
西
宮
に
留

め
お
か
れ
た
。
同
日
に
は
別
の
大
般
若
経
三
〇
〇
巻
（
お
そ
ら
く
写
疏
所
所

持
）
が
貸
し
出
さ
れ
、
西
宮
に
存
在
す
る
大
般
若
経
は
三
〇
二
巻
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
三
〇
一
巻
は
一
八
年
四
月
一
九
日
に
返
納
さ
れ
て
い
る
。
残
る
一

巻
も
翌
一
九
年
正
月
一
五
日
ま
で
に
は
返
納
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
本

寺
（
大
般
若
寺
か
）
へ
の
返
納
が
完
了
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
や
り
と

り
に
お
い
て
署
名
し
て
い
る
人
物
は
金
光
明
寺
造
物
所
政
所
の
官
人
で
あ
り
、

写
疏
所
所
持
の
も
の
を
含
む
経
典
に
つ
い
て
、
金
光
明
寺
造
物
所
を
通
じ
て

外
部
に
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

〔
一
八
〕〔
一
九
〕〔
一
九
〕
は
、
僧
正
弥
勒
経
に
関
す
る
写
経
手
実
帳
。〔
一
九
―

〇
一
〕
は
五
名
分
の
作
業
報
告
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
五
名
に
つ
い
て
は
、

〔
一
八
〕
に
記
載
さ
れ
る
五
名
と
一
致
し
、
何
ら
か
の
関
連
性
を
見
い
だ
せ

そ
う
で
あ
る
。〔
一
八
〕
に
み
え
る
阿
刀
息
人
の
写
経
数
は
、〔
一
九
―
〇

一
〕
の
記
載
よ
り
一
部
（
三
巻
）
多
い
が
、〔
一
九
〕
に
み
え
る
各
経
師
の

写
経
数
の
合
計
は
丁
度
一
〇
〇
部
（
三
〇
〇
巻
）
と
な
っ
て
お
り
、〔
一

九
〕
の
数
値
が
正
し
い
。
な
お
、〔
一
九
―
〇
一
〕
は
受
紙
数
が
す
べ
て
空

白
と
な
っ
て
お
り
、
他
と
比
べ
る
と
記
載
が
不
完
全
で
あ
る
。〔
一
九
〕
に

お
け
る
手
実
の
貼
継
順
は
、〔
一
三
〕
の
人
名
配
列
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
先

述
の
ご
と
く
、〔
一
三
〕
の
記
載
順
序
は
充
紙
が
開
始
さ
れ
た
日
付
な
ど
に

規
制
さ
れ
て
お
り
、〔
一
九
〕
の
貼
継
は
こ
れ
を
参
照
し
て
な
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。〔
一
九
〕
の
端
裏
に
は
「
依
此
手
実
検
充
施
物
〈
以
外
手
実

皆
破
却
之
〉」
と
み
え
、〔
一
九
〕
が
布
施
の
計
算
・
支
給
の
た
め
に
用
い
ら

れ
、
他
の
手
実
が
破
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

〔
二
〇
〕
天
平
一
六
年
五
月
以
降
を
中
心
と
し
た
常
疏
紙
充
帳
。
本
文
書
を
構
成

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
ま
と
ま
り
と
し
て
、
�
〜
�
が
存
在
す
る
（
そ
れ

ぞ
れ
に
含
ま
れ
る
断
簡
は
目
録
の
「
文
書
の
所
在
」
の
項
参
照
）。
�
・
�

の
接
続
に
つ
い
て
は
、
編
纂
所
目
録
で
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、〔
四

七
〕
を
参
考
と
す
る
こ
と
で
接
続
が
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。〔
四
七
〕
は

�
〜
�
に
み
え
る
経
師
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
記
載
す
る
紙
充
帳
で
あ
る
。
�
・

�
と
〔
四
七
〕
を
比
較
す
る
と
、
記
載
さ
れ
る
経
師
の
順
序
が
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、〔
四
七
〕
は
�
・
�
を
参
照
し
て
経
師
の
記
載
順
序

を
決
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
よ
う
な
性
格
を
持
つ
〔
四
七
〕
に
お
い

て
、
�
に
記
載
さ
れ
る
最
後
の
経
師
で
あ
る
阿
刀
酒
主
の
後
に
�
に
記
載
さ

れ
る
最
初
の
経
師
で
あ
る
鬼
室
小
東
人
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
、
�
・
�
が

接
続
し
て
い
た
可
能
性
を
強
く
示
し
て
い
る
。
一
方
、〔
四
七
〕
に
は
�
に

記
載
さ
れ
る
角
恵
万
呂
、
�
に
載
る
難
万
君
も
み
え
る
が
、
�
・
�
に
み
え

る
経
師
の
記
載
と
は
直
接
続
い
て
お
ら
ず
（
こ
の
間
に
〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕

〔
同
B
〕
に
載
る
経
師
が
記
さ
れ
て
い
る
）、
こ
れ
ら
が
�
・
�
と
は
連
続
し

な
い
可
能
性
も
あ
る
。
本
文
書
と
同
時
期
の
内
容
を
含
む
常
疏
紙
充
帳
と
し

て
は
、
他
に
一
五
年
か
ら
始
ま
る
〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕〔
同
B
〕
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
紙
充
帳
は
記
載
を
一
五
年
末
付
近
で
い
っ
た
ん
打
ち
切
っ
た

後
に
（
使
用
が
停
止
し
た
時
期
に
は
〔
〇
五
〕
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）、
一

六
年
後
半
期
の
記
載
を
続
け
た
も
の
で
あ
り
、
記
載
さ
れ
る
人
名
は
�
〜
�

と
ま
っ
た
く
重
な
ら
な
い
。
一
六
年
後
半
期
に
は
、
記
載
人
名
の
異
な
る
複

数
の
紙
充
帳
が
併
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
�
〜
�
に
記
載
さ
れ
る
経
師
の

殆
ど
は
一
五
年
以
前
か
ら
活
躍
し
て
お
り
、
一
五
年
に
も
こ
れ
ら
の
経
師
を

含
む
紙
充
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
載
人
名
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の
異
な
る
紙
充
帳
が
併
存
す
る
状
況
は
、
一
五
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
何
に
由
来
し
て
い
る
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。

ま
た
、
一
六
年
後
半
期
の
記
載
を
な
す
に
あ
た
り
、
い
っ
た
ん
利
用
が
停
止

さ
れ
て
い
た
〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕〔
同
B
〕
を
再
び
使
用
す
る
一
方
、
�
〜

�
所
載
の
経
師
に
つ
い
て
は
新
た
な
紙
充
帳
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
理
由
も
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

〔
二
三
〕
本
文
書
に
み
え
る
「
奉
請
金
剛
三
昧
経
」
は
、〔
収
納
并
返
送
帳
〕
の
天

平
一
六
年
六
月
一
一
日
の
項
（
八
―
一
九
〇
）
に
お
い
て
慈
訓
所
か
ら
「
返

請
」
さ
れ
た
金
剛
三
昧
経
一
巻
に
該
当
す
る
か
。〔
収
納
并
返
送
帳
〕
に
よ

れ
ば
、
こ
の
金
剛
三
昧
経
は
写
疏
所
に
納
め
ら
れ
た
来
由
と
本
主
が
不
明
で

あ
り
、
六
月
二
三
日
に
は
再
び
平
摂
の
も
と
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
文
書
は
一
六
年
六
月
一
一
日
以
前
に
慈
訓
に
宛
て
ら
れ
た
も
の

か
、
六
月
二
三
日
以
降
に
平
摂
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

〔
二
六
〕
元
暁
撰
華
厳
経
疏
・
法
蔵
撰
華
厳
経
疏
の
借
受
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

〔
収
納
并
返
送
帳
〕
の
天
平
一
六
年
閏
正
月
二
〇
日
の
項
（
八
―
一
八
八
）

に
よ
れ
ば
、
法
蔵
撰
華
厳
経
疏
第
一
秩
一
〇
巻
は
閏
正
月
二
〇
日
に
平
栄
所

よ
り
借
り
受
け
て
い
る
が
、
二
月
九
日
に
そ
の
う
ち
第
四
・
五
巻
と
そ
の
新

写
分
（
計
四
巻
）
を
平
栄
所
に
返
納
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
文
書
に
お
い

て
「
法
蔵
師
〈
第
四
五
新
合
四
〉」
の
後
に
「
栄
師
」（＝

平
栄
）
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
一
致
し
て
お
り
、
本
文
書
が
そ
の
時
点
で
写
経
所
に
存
在
し

な
い
巻
数
及
び
そ
の
所
在
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

〔
収
納
并
返
送
帳
〕
の
二
月
五
日
の
項
（
八
―
一
八
八
）
に
は
、
二
月
五
日

に
平
栄
所
よ
り
元
暁
撰
華
厳
経
疏
を
借
り
受
け
た
こ
と
が
み
え
る
が
、
第

八
・
一
〇
巻
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
五
巻
は
同
月
九
日
に
、

第
一
・
六
巻
も
同
月
一
二
日
に
は
平
栄
所
に
返
納
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
二
月
一
二
日
以
降
の
元
暁
撰
華
厳
経
疏
の
欠
本
は
、
第
一
・
五
・
六
・

八
・
一
〇
巻
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
文
書
の
「
元
暁
師
」
の
記
載
と
完
全

に
一
致
す
る
（
実
は
こ
こ
に
み
え
る
「
第
一
巻
」
は
華
厳
経
疏
で
は
な
く
華

厳
孔
目
が
誤
っ
て
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

写
経
所
に
第
一
巻
は
存
在
し
な
い
）。
以
上
の
点
か
ら
、
本
文
書
の
下
限
は

写
経
所
に
元
暁
撰
華
厳
経
疏
第
一
・
八
・
一
〇
巻
が
も
た
ら
さ
れ
る
六
月
一

一
日
（
八
―
一
八
九
）
で
あ
る
。
但
し
、
本
文
書
の
第
一
・
六
巻
に
「
摂
」

（＝

平
摂
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
巻
に

つ
い
て
は
、
六
月
一
一
日
に
至
っ
て
初
め
て
平
摂
所
か
ら
届
け
ら
れ
る
（
二

月
一
二
日
に
平
栄
所
に
返
納
さ
れ
た
も
の
は
別
の
経
典
だ
っ
た
）
こ
と
か
ら
、

本
文
書
作
成
段
階
に
も
平
摂
所
に
所
在
し
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
第

六
巻
は
二
月
一
二
日
に
平
栄
所
に
返
納
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
平
摂

の
も
と
に
存
在
す
る
と
い
う
本
文
書
の
注
記
と
齟
齬
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

単
な
る
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、〔
収
納
并
返
送
帳
〕
で
は
第
六
巻
の
返

納
先
は
い
っ
た
ん
「
平
摂
師
」
と
記
さ
れ
て
「
平
栄
師
所
」
と
訂
正
さ
れ
て

お
り
、
返
納
先
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
平

摂
・
平
栄
間
で
も
慈
訓
蔵
書
の
往
来
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

平
栄
に
返
納
さ
れ
た
後
に
平
摂
所
に
移
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
。

〔
二
七
〕
本
文
書
は
、
写
疏
所
解
な
ど
の
上
申
文
書
を
抄
出
し
て
作
成
さ
れ
た
筆

墨
の
受
納
・
充
当
の
帳
簿
で
あ
る
。
本
文
書
に
含
ま
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
も

の
は
、「
以
受
筆
墨
写
紙
并
更
請
帳
」
の
題
箋
を
持
つ
続
々
修
三
四
―
一
に

成
巻
さ
れ
た
四
断
簡
の
他
に
、
多
数
存
在
す
る
〔
皆
川
一
九
六
二
〕。
こ
れ

ら
の
各
断
簡
の
相
互
の
接
続
を
考
慮
す
る
と
、
�
〜
�
の
ま
と
ま
り
に
整
理

で
き
る
（
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
る
断
簡
に
つ
い
て
は
目
録
参
照
）。
記
載
が

基
本
的
に
日
付
順
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
続
順
序
は
ほ

165



と
ん
ど
疑
問
の
余
地
は
な
い
が
、
接
続
を
考
え
る
上
で
い
く
つ
か
注
意
を
要

す
る
点
が
あ
る
。
�
は
、〔
―
〇
一
〕
の
日
付
か
ら
�
の
前
に
位
置
す
る
と

思
わ
れ
る
。
但
し
、
本
文
書
の
記
載
の
多
く
が
天
平
一
五
年
か
ら
始
ま
る

〔
筆
墨
充
帳
A
〕〔
同
B
〕
と
内
容
的
に
対
応
し
て
い
る
の
に
対
し
、
�
に
含

ま
れ
る
各
文
書
（〔
―
〇
一
〕〔
―
〇
二
〕）
の
内
容
は
対
応
し
て
お
ら
ず
、

�
以
下
と
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
�
と
の

連
続
を
認
め
た
場
合
に
も
�
を
巻
首
と
す
る
確
証
は
な
く
、
こ
れ
以
前
に
文

書
が
続
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
�
の
う
ち
、
正
集
一
�
裏
と
�
裏
、

�
裏
と
同
四
�
裏
の
各
接
続
に
つ
い
て
、
前
の
文
書
の
末
尾
に
後
の
文
書
と

合
致
し
な
い
墨
痕
が
微
存
す
る
（
集
成
解
説
）。
し
か
し
、
前
者
に
つ
い
て

は
経
師
・
筆
墨
の
数
が
前
後
で
一
致
し
て
お
り
、
接
続
を
想
定
し
て
問
題
な

く
思
わ
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
も
、〔
―
三
二
〕
に
み
え
る
経
師
の
う
ち
四

名
に
つ
い
て
一
二
月
六
日
前
後
に
筆
墨
を
受
納
し
て
い
る
こ
と
が
〔
筆
墨
充

帳
A
〕〔
同
B
〕
か
ら
確
認
で
き
、
接
続
を
想
定
し
て
も
矛
盾
し
な
い
。

本
帳
を
構
成
す
る
各
文
書
は
、
本
来
「
写
疏
所
解

申
請
筆
墨
事
」
で
始

ま
り
、
請
求
筆
墨
の
合
計
数
・
充
当
予
定
の
経
師
と
作
業
状
況
な
ど
を
記
載

し
た
解
文
を
適
宜
抄
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、「
写
疏
所
解
」
と
い
う
文
言

を
残
し
て
い
る
も
の
か
ら
、「
写
疏
所
請
筆
○
箇
」
な
ど
の
形
で
省
略
し
て

い
る
も
の
、「
○
月
○
日
筆
○
箇
」
な
ど
と
殆
ど
帳
簿
と
同
様
の
記
載
と

な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
、
記
載
方
法
は
多
様
で
あ
る
。
目
録
で
は
、「
写
疏

所
〜
」
の
形
を
留
め
て
い
る
も
の
や
書
止
文
言
を
残
し
て
い
る
も
の
を
抄
出

さ
れ
た
一
文
書
と
し
て
扱
い
、
抄
出
の
度
合
い
の
高
い
も
の
は
帳
簿
の
記
載

と
し
て
処
理
し
た
。

〔
二
八
〕
経
典
の
借
受
・
返
納
に
関
す
る
記
録
。
本
文
書
自
体
は
年
紀
を
欠
い
て

い
る
が
、〔
収
納
并
返
送
帳
〕
と
内
容
が
合
致
す
る
（
八
―
一
八
九
〜
一
九

〇
）
こ
と
か
ら
天
平
一
六
年
六
月
の
も
の
と
確
定
で
き
る
。
本
文
書
に
記
載

さ
れ
る
経
典
の
う
ち
、
華
厳
経
疏
・
華
厳
経
孔
目
章
は
「
慈
訓
師
所
」
か
ら

借
り
受
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、〔
収
納
并
返
送
帳
〕
に
よ
れ
ば
実
際

は
慈
訓
の
蔵
書
を
平
摂
の
も
と
か
ら
借
り
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
返
納

に
際
し
て
は
、
華
厳
経
疏
は
慈
訓
所
、
華
厳
経
孔
目
章
は
慈
訓
を
介
し
て
平

摂
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
送
ら
れ
て
お
り
、
書
物
の
貸
借
に
関
し
て
慈
訓
と
平

摂
が
き
わ
め
て
近
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
本
文
書
に

記
載
さ
れ
る
金
剛
三
昧
経
は
、
同
帳
に
よ
れ
ば
慈
訓
よ
り
「
返
請
」
さ
れ
た

も
の
。

〔
二
九
〕
校
正
に
際
し
て
の
手
続
き
・
布
施
の
減
額
支
給
法
を
告
知
す
る
内
容
を

も
つ
。
金
光
明
寺
造
物
所
政
所
が
写
疏
所
に
出
し
た
符
の
内
容
を
経
師
に
伝

達
す
る
た
め
に
、
写
疏
所
で
作
成
さ
れ
た
文
書
の
下
書
き
で
あ
ろ
う
﹇
山
下

一
九
九
九
﹈。
本
文
書
（
の
も
と
と
な
る
符
）
に
よ
り
、
校
正
の
過
程
で
文

字
の
誤
脱
等
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、「
主
当
」＝

案
主
と
「
校
人
」＝

校

生
・
訂
正
者
が
連
署
し
、
日
付
・
誤
脱
字
数
な
ど
を
明
記
し
て
報
告
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
経
師
へ
の
布
施
は
、
本
文
書
に
み
え
る
減
額
法

に
よ
り
差
し
引
か
れ
、
訂
正
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

〔
三
七
〕
の
書
式
・
計
算
法
と
一
致
す
る
。

〔
三
〇
〕
あ
る
期
間
に
作
業
の
完
了
し
た
経
典
を
報
告
す
る
文
書
。
冒
頭
に
記
載

さ
れ
た
「
去
年
写
了
」
の
内
訳
の
う
ち
、
常
写
二
七
巻
は
天
平
一
五
年
五
月

一
日
か
ら
一
二
月
一
七
日
に
写
さ
れ
た
一
切
経
二
六
巻
（
二
―
三
四
八
〜
三

四
九
）
に
毘
尼
律
一
巻
（
一
六
年
に
写
さ
れ
た
も
の
。
二
―
三
五
五
な
ど
）

を
加
え
た
巻
数
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
間
写
四
五
巻
も
同
時
期
の
間
写
二
五

巻
に
最
勝
王
経
一
〇
巻
、
唯
識
論
一
〇
巻
を
加
え
た
巻
数
と
一
致
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、「
去
年
」
は
一
五
年
で
あ
る
。「
今
年
写
了
」
と
さ
れ
る
常
写
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は
八
六
巻
で
あ
る
が
、
一
六
年
閏
正
月
一
四
日
か
ら
七
月
二
三
日
ま
で
に
書

写
さ
れ
た
五
月
一
日
経
の
経
典
は
九
五
巻
（〔
写
経
所
解
案
A
〕
な
ど
）
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
﹇
皆
川
一
九
六
二
﹈。

〔
三
一
〕
校
正
に
際
し
て
誤
字
・
脱
字
等
を
書
き
上
げ
た
記
録
。〔
間
本
充
帳
〕
に

は
法
蔵
撰
華
厳
経
疏
第
一
帙
第
五
巻
を
大
鳥
祖
足
が
、
第
二
帙
四
巻
を
忍
坂

成
麻
呂
が
担
当
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お
り
（
二
四
―
二
七
七
）、
本
文

書
の
記
載
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
を
含
む
間
写
の
華
厳
経
疏
一
部
二

〇
巻
の
校
正
は
、
七
月
五
・
一
八
・
二
三
日
に
行
わ
れ
た
（〔
間
校
帳
〕
八

―
二
〇
二
、
二
―
三
五
三
〜
三
五
四
）。
こ
の
う
ち
第
二
帙
第
四
巻
は
一
八

日
に
校
正
さ
れ
た
分
に
含
ま
れ
る
。
一
方
の
第
一
帙
第
五
巻
は
二
三
日
に
校

正
さ
れ
た
八
巻
に
含
ま
れ
る
か
。

〔
三
三
〕
装
潢
所
よ
り
写
疏
所
の
受
け
た
料
紙
数
、
料
紙
の
用
残
数
等
の
記
録
。

こ
の
う
ち
、
天
平
一
六
年
の
常
疏
料
紙
の
紙
数
は
、〔
常
疏
料
紙
収
納
帳
〕

と
合
致
す
る
。
本
文
書
は
、
金
光
明
寺
造
物
所
政
所
に
報
告
し
た
際
の
文
書

を
抄
出
す
る
形
で
帳
簿
に
仕
立
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。〔
―
〇
一
〕
は
、

全
体
と
し
て
一
六
年
閏
正
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
が
、

前
半
の
〔
―
〇
一
―
〇
一
〕
は
閏
正
月
か
ら
七
月
の
独
立
し
た
文
書
を
基
と

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。〔
―
〇
一
―
〇
一
〕（
の
原
文
書
）
に
、〔
―
〇

一
―
〇
二
〕
の
内
容
を
書
き
加
え
る
こ
と
で
一
六
年
全
体
を
包
括
す
る
〔
―

〇
一
〕（
の
原
文
書
）
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。〔
―
〇
二
〕
は
和
泉
監
正

税
帳
を
二
次
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、〔
―
〇
一
〕
と
は
別
個
に
作
成
さ
れ

て
貼
り
継
が
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔
三
五
〕
経
師
・
校
生
・
装
潢
の
作
業
状
況
を
書
き
連
ね
た
帳
簿
で
あ
り
、
本
文

と
多
く
の
追
記
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
記
載
は
続
修
別
集
四
八
�
裏
か

ら
続
々
修
二
三
―
五
の
四
二
紙
目
へ
と
続
き
、
さ
ら
に
間
断
な
く
同
紙
裏
へ

と
続
く
。
現
状
で
二
断
簡
に
分
か
れ
て
い
る
の
は
、
本
文
書
に
続
け
て
書
か

れ
て
い
る
千
字
文
（
続
修
別
集
四
八
�
）
を
続
修
別
集
成
巻
時
に
切
り
離
し

た
こ
と
に
よ
る
。
本
文
書
の
追
記
を
除
く
各
人
の
作
業
状
況
は
、
ほ
ぼ
天
平

一
六
年
後
半
期
の
手
実
（〔
四
四
―
〇
一
〕
の
一
部
）
と
天
平
一
七
年
前
半

期
の
手
実
（
八
―
五
四
五
〜
五
五
七
、
二
―
四
三
四
〜
四
三
五
）
の
情
報
の

合
計
に
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
書
の
本
文
は
こ
れ
ら
の
手
実
を
参

考
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
書
は
官
人
の
考
課
の
基
礎
資
料
と

な
る
考
内
行
事
を
作
成
す
る
た
め
の
台
帳
で
あ
り
、
手
実
を
基
と
し
て
各
人

の
作
業
状
況
を
書
き
記
し
た
後
、
考
課
の
対
象
と
な
る
七
月
三
〇
日
ま
で
に

含
ま
れ
る
種
々
の
作
業
成
果
を
追
記
し
た
帳
簿
と
考
え
ら
れ
る
﹇
川
原
一
九

九
三
﹈。

〔
三
六
〕
内
容
は
、
紙
背
に
あ
た
る
〔
常
疏
校
帳
〕
の
華
厳
論
第
一
・
五
秩
の
記

載
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
紙
背
に
書
き
直
さ
れ
、
反
故
と
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
三
七
〕
各
写
経
に
つ
い
て
担
当
校
生
・
校
正
結
果
・
訂
正
者
な
ど
を
記
し
、
経

師
か
ら
の
布
施
の
減
額
と
訂
正
担
当
者
へ
の
支
給
の
台
帳
と
し
て
機
能
し
た
。

布
施
の
計
算
法
は
〔
二
九
〕
に
基
づ
き
、
訂
正
日
・
訂
正
担
当
者
・
校
生
・

誤
字
数
な
ど
を
記
載
す
る
方
式
も
こ
れ
に
よ
る
。〔
―
〇
一
―
一
五
〕
は
、

そ
れ
以
前
の
記
載
内
容
を
基
に
経
師
か
ら
の
布
施
減
額
分
を
計
算
し
た
部
分

で
あ
る
。
経
師
の
記
載
順
序
は
お
お
む
ね
〔
―
〇
一
―
〇
一
〜
一
四
〕
に
み

え
る
経
師
の
記
載
順
序
に
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
を
参
照
し
て
ま
と
め
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。〔
―
〇
二
―
一
二
・
一
三
〕
も
同
様
。
こ
れ
に
対
し
て
、

〔
―
〇
二
―
一
三
〕
は
〔
―
〇
二
〕
の
範
囲
に
お
け
る
訂
正
者
へ
の
布
施
支

給
額
を
集
計
し
た
部
分
で
あ
る
が
、〔
―
〇
一
〕
に
つ
い
て
も
同
様
の
文
書

が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
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〔
三
八
〕『
文
選
』
の
書
写
に
つ
い
て
、
担
当
者
と
書
写
の
完
了
を
記
し
た
帳
簿
。

書
写
を
依
頼
し
た
「
足
万
呂
」
は
、
造
物
所
政
所
の
職
員
で
あ
る
田
辺
足
麻

呂
の
こ
と
で
あ
り
、
写
疏
所
と
の
関
係
を
利
用
し
て
私
的
な
書
写
を
依
頼
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。〔
二
二
〕
の
一
〇
月
八
日
の
記
載
に
み
え
る
「
足
万

呂
書
」
は
、
こ
の
『
文
選
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
﹇
東
野
一
九
七
七
﹈。

〔
四
〇
〕
大
官
一
切
経
及
び
先
写
一
切
経
に
関
す
る
筆
墨
充
当
等
の
記
録
。
当
初
、

「
先
一
切
経
筆
墨
充
并
返
受
納
帳
」
と
い
う
題
が
付
さ
れ
て
口
座
式
の
帳
簿

と
し
て
作
成
さ
れ
た
が
、
題
及
び
三
名
分
の
名
前
（
揚
広
足
・
阿
閉
葦
人
・

丸
部
嶋
守
）
が
抹
消
さ
れ
、「
先
一
切
経
筆
墨
納
并
充
帳
」
と
し
て
再
構
成

さ
れ
て
い
る
。〔
―
〇
一
〕
は
天
平
一
六
年
一
〇
月
二
五
日
付
で
、
一
五
年

四
〜
一
二
月
の
大
官
一
切
経
に
関
わ
る
筆
墨
受
納
状
況
を
記
録
し
、
そ
れ
を

宮
一
切
経
（
五
月
一
日
経
）
に
転
用
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

大
官
一
切
経
は
、
一
五
年
末
に
い
っ
た
ん
中
断
し
、
一
八
年
に
先
写
一
切
経

と
し
て
再
開
さ
れ
る
。〔
―
〇
二
〕
は
、
一
八
年
正
月
一
一
日
か
ら
八
月
二

六
日
に
至
る
写
疏
所
の
筆
墨
受
納
に
関
す
る
帳
簿
で
あ
り
、
先
写
一
切
経
の

開
始
に
と
も
な
い
筆
墨
が
用
意
さ
れ
た
状
況
を
記
録
し
て
い
る
。〔
―
〇

三
〕
は
、
先
写
一
切
経
に
従
事
す
る
経
師
の
筆
墨
充
当
に
関
す
る
口
座
式
の

帳
簿
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
書
の
冒
頭
に
は
「
天
平
一
五
年
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
経
師
三
名
と
当
初
の
題
（「
先
一
切
経
筆
墨
充
并
返
受
納
帳
」）
の

抹
消
は
同
時
に
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
三
名
の
経
師
の
抹
消
後
に
記
載
さ
れ

た
〔
―
〇
一
〕〔
―
〇
二
〕
に
対
し
て
当
初
の
題
は
明
ら
か
に
先
行
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
初
の
題
に
含
ま
れ
る
「
先
一
切
経
」（＝

先
写
一
切
経
）
と

い
う
名
称
は
、
一
八
年
に
大
官
一
切
経
が
再
開
さ
れ
る
の
と
同
時
に
新
た
に

も
う
一
つ
の
一
切
経
書
写
事
業
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
両
者
を
区
別
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
先
一
切
経
」
の
語

を
含
む
当
初
の
題
は
一
八
年
以
降
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
遅
れ

て
記
載
さ
れ
た
〔
―
〇
一
〕〔
―
〇
二
〕
も
そ
れ
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
先

写
一
切
経
に
関
す
る
筆
墨
充
帳
と
し
て
は
、
他
に
天
平
一
五
年
四
月
に
作
成

さ
れ
た
筆
墨
充
帳
（〔
飯
田
目
録
〇
〇
八
〕）
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
大
官
一

切
経
の
開
始
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
再
開
後
の
先
写
一
切
経
で

も
継
続
し
て
利
用
さ
れ
た
。
一
方
、
本
文
書
に
は
前
の
筆
墨
充
帳
に
載
ら
な

い
新
規
の
経
師
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
機
能
し
て
い

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
本
文
書
は
先
写
一
切
経
の
開
始
に
と
も
な
っ
て
作

成
さ
れ
た
が
、
三
名
分
の
口
座
を
記
載
し
た
段
階
で
以
前
に
作
成
さ
れ
た
筆

墨
充
帳
の
流
用
が
企
図
さ
れ
、
上
述
の
再
構
成
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

﹇
春
名
一
九
九
五
﹈。

〔
四
二
〕
新
翻
薬
師
経
四
巻
と
黄
紙
二
〇
〇
張
を
進
送
す
る
際
に
出
さ
れ
た
造
物

所
解
の
案
文
で
あ
る
。
送
付
先
は
本
文
書
に
は
み
え
な
い
が
、〔
収
納
并
返

送
帳
〕
で
新
翻
薬
師
経
の
貸
出
が
甲
可
宮
の
宣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り

（
八
―
一
九
三
）、
解
の
送
付
先
も
甲
可
宮
で
あ
る
。
天
平
勝
宝
年
間
間
経
目

録
に
「
甲
可
宮
所
奉
写
者
」
と
し
て
新
翻
薬
師
経
五
〇
巻
が
み
え
る
（
一
二

―
二
九
六
）
こ
と
か
ら
、
同
経
は
甲
可
宮
写
経
の
原
本
と
し
て
貸
し
出
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
﹇
川
原
一
九
九
三
﹈。〔
収
納
并
返
送
帳
〕
の
記
載
に
よ

れ
ば
、
同
経
四
巻
の
う
ち
二
巻
は
五
月
一
日
経
の
既
写
分
か
ら
貸
し
出
さ
れ

て
お
り
、
一
二
月
一
日
に
返
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
巻
は
〔
検
定
并
出
入

帳
〕
に
も
対
応
す
る
記
載
が
あ
り
（
二
四
―
一
七
二
）、
翌
一
七
年
五
月
二

一
日
に
納
櫃
が
完
了
し
て
い
る
。

〔
四
三
〕
料
紙
の
収
納
・
充
当
に
関
す
る
記
録
。
五
紙
目
に
み
え
る
建
部
広
足
・

鳥
取
益
麻
呂
・
呉
原
生
人
・
達
沙
牛
甘
ら
の
記
載
内
容
は
〔
二
〇
〕
と
ほ
ぼ

合
致
し
て
お
り
、
天
平
一
六
年
の
も
の
と
判
明
す
る
。
二
・
三
紙
目
の
記
載
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も
五
紙
目
同
様
に
一
一
月
二
八
日
を
始
点
と
し
て
お
り
、
同
時
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。〔
二
〇
〕
の
よ
う
な
紙
充
帳
の
前
段
階
の
記
録
と
考
え

う
る
か
。

〔
四
四
〕
経
師
・
装
潢
・
校
生
の
作
業
状
況
を
記
録
し
、
布
施
申
請
の
際
の
台
帳

と
さ
れ
た
。
基
本
的
に
は
〔
―
〇
一
〕
は
五
月
一
日
経
、〔
―
〇
二
〕
は
間

写
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
五
月
一
日
経
・
間
写
の
両
方
に
従
事
し
た
経

師
・
装
潢
・
校
生
に
つ
い
て
は
、〔
―
〇
二
〕
の
集
計
結
果
が
〔
―
〇
一
〕

に
も
記
載
さ
れ
、
両
者
が
統
合
・
集
計
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
経
師
・
装

潢
・
校
生
の
作
業
状
況
・
布
施
等
を
記
す
〔
四
五
〕〔
四
六
〕
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
経
師
の
配
列
順
が
参
考
と
な
る
。〔
四
五
〕〔
四
六
〕
は
、〔
―

〇
一
〕
に
み
え
る
経
師
を
ほ
ぼ
同
じ
順
で
挙
げ
た
後
に
〔
―
〇
二
〕
の
み
に

あ
ら
わ
れ
る
経
師
三
名
を
続
け
る
と
い
う
配
列
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、〔
四
五
〕〔
四
六
〕
は
本
文
書
に
お
け
る
記
載
の
整
理
統
合
を
前
提
と

し
て
、
本
文
書
を
参
照
し
つ
つ
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
書
に
お

け
る
経
師
の
作
業
記
録
は
手
実
に
類
似
し
た
書
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
す
べ

て
一
筆
と
な
っ
て
い
て
本
人
の
提
出
す
る
狭
義
の
手
実
と
は
異
な
る
。
大
平

聡
氏
は
、
同
様
に
案
主
に
よ
っ
て
統
一
的
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
七

年
五
月
の
手
実
帳
の
端
裏
に
「
経
師
等
手
実
」
と
み
え
る
（
八
―
五
四
五
）

こ
と
を
考
慮
し
、
本
文
書
の
記
載
も
手
実
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
す
る
﹇
大

平
一
九
九
八
﹈。

〔
四
五
〕〔
四
六
〕
と
も
に
布
施
申
請
の
た
め
の
解
で
あ
り
、
記
載
内
容
も
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。
両
文
書
の
首
部
は
、
と
も
に
経
師
に
関
す
る
記
載
の
直
前
で
断

簡
が
切
れ
て
お
り
、
経
師
に
関
す
る
記
載
以
下
を
逆
に
し
て
も
文
書
と
し
て

は
不
自
然
で
は
な
い
。
但
し
、
一
次
文
書
の
利
用
の
仕
方
を
考
慮
し
た
場
合
、

目
録
で
復
原
し
た
組
合
せ
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
﹇
皆
川
一
九
六
二
﹈。
両
文

書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、〔
四
四
〕
が
利
用
さ
れ
て
い
る
（
上
述
）。〔
四

五
〕
は
、
金
光
明
寺
造
物
所
政
所
の
構
成
員
の
署
名
が
み
え
、
写
経
機
関
の

名
称
と
し
て
「
写
経
所
」
が
採
ら
れ
て
い
る
。
金
光
明
寺
造
物
所
政
所
を
経

て
皇
后
宮
に
布
施
を
申
請
す
る
際
の
案
文
と
考
え
ら
れ
る
か
。

〔
四
七
〕
天
平
一
六
年
一
二
月
よ
り
始
ま
る
紙
充
帳
で
あ
り
、『
大
日
本
古
文
書
』

未
収
。
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
続
々
修
正
倉
院
古
文
書
謄
写
本
に
は
「
編
了
」

と
い
う
黒
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
編
纂
上
の
手
違
い
か
ら
の
脱
漏
と
思
わ
れ

る
﹇
皆
川
一
九
六
二
﹈。
本
文
書
の
翻
刻
と
し
て
、
酒
寄
雅
志
・
高
田
淳

「
翻
刻
『
大
日
本
古
文
書
』
未
収
「
常
疏
紙
充
帳
」」（『
栃
木
史
学
』
五
、
一

九
九
一
）
が
存
在
す
る
。
本
文
書
に
記
載
さ
れ
る
経
師
は
、
四
紙
目
の
葛
野

安
万
呂
以
降
六
紙
目
の
阿
刀
酒
主
に
至
る
ま
で
の
八
名
、
七
紙
目
の
鬼
室
小

東
人
か
ら
一
一
紙
目
の
建
部
広
足
に
至
る
ま
で
の
九
名
の
記
載
順
序
が
、
そ

れ
ぞ
れ
〔
二
〇
〕
の
�
・
�
と
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
経
師
の
口
座
は
〔
二
〇
〕
を
参
照
し
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
本
文
書
の
記
載
は
〔
二
〇
〕
や
〔
常
疏
紙
充
帳
A
〕〔
同
B
〕

の
記
載
と
部
分
的
に
重
複
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
六
年
一
二
月
の
布
施
に
は

計
上
さ
れ
ず
、
一
七
年
前
半
期
分
に
回
さ
れ
た
記
載
で
あ
る
。

〔
四
八
〕
華
厳
経
講
説
に
必
要
と
の
良
弁
宣
に
よ
り
、
華
厳
経
の
返
却
を
請
う
内

容
を
も
つ
。〔
検
定
并
出
入
帳
〕
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
経
本
の
貸
出
先
は

内
裏
で
あ
り
、
解
の
宛
先
も
内
裏
と
考
え
う
る
。
渡
辺
晃
宏
氏
は
、
本
文
書

が
天
平
一
八
年
に
始
ま
る
華
厳
経
講
説
の
新
た
な
サ
イ
ク
ル
に
伴
う
も
の
で

あ
る
（＝

天
平
一
六
年
の
文
書
で
は
な
い
）
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
﹇
渡

辺
一
九
八
七
ｂ
﹈。

〔
四
九
〕
誤
り
が
多
い
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
貸
し
出
し
て
い
た
経
本
の
変

更
を
申
請
し
て
い
る
。
慈
訓
の
蔵
書
を
写
疏
所
が
借
り
受
け
て
い
る
例
は
多
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く
、
経
本
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
中
に
み
え
る
「
投
遣
」
の
語

は
、
使
を
介
し
て
具
体
的
な
物
品
の
移
動
が
お
こ
な
わ
れ
る
際
に
多
く
用
い

ら
れ
る
表
現
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
天
平
一
六
年
に
お
け
る
写
経
機
関
関
係
文
書
を
み
て
き
た
。

本
年
は
前
後
の
時
期
と
比
較
し
て
写
経
事
業
自
体
は
低
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、

主
要
な
写
経
事
業
に
関
わ
る
帳
簿
が
ほ
ぼ
完
存
し
て
お
り
、
作
業
の
進
行
状
況
を

か
な
り
詳
細
に
検
討
で
き
る
。
作
業
過
程
と
比
較
し
つ
つ
、
帳
簿
等
の
作
成
・
使

用
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
上
で
も
格
好
の
サ
ン
プ
ル
た
り
え
よ
う
。
本
稿
は
文
書

の
復
原
に
終
始
し
て
し
ま
い
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
あ
ま
り
検
討
を
加
え
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
紙
充
帳
・
布
施
文
な
ど
の
一
部
に
つ
い
て
は
作
成
過

程
・
利
用
状
況
等
を
明
ら
か
に
し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
そ

れ
ら
と
写
疏
所
の
組
織
や
事
業
の
推
移
と
の
関
係
は
十
分
に
考
察
で
き
な
か
っ
た

し
、
帳
簿
管
理
を
全
体
か
ら
見
通
す
視
点
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、
担
当
範
囲
に
は
本
年
よ
り
使
用
の
開
始
さ
れ
た
帳
簿
類
が
い
く
つ
か
含

ま
れ
て
い
た
が
、
本
年
の
内
容
を
越
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
を
お
こ

な
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
脱
漏
な
き
よ
う
注
意
し
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
本
年

の
も
の
と
判
断
し
う
る
文
書
を
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
大
方

の
ご
寛
恕
と
ご
叱
正
を
乞
い
た
い
。

付
記

本
稿
は
一
九
九
五
年
度
に
行
わ
れ
た
石
上
英
一
先
生
の
ゼ
ミ
で
の
朴
昔
順

氏
の
報
告
を
参
考
と
し
つ
つ
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
四
年
度
の
報
告
を
基
と
し
て
、

北
村
の
責
任
で
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕

飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録

―
天
平
十
五
年
―
」

（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
〇
）

飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録
』
十
二
（
未
修
古
文
書
目

録
）」（『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
〜
二
五
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
）

大
平
聡
「
皇
太
子
阿
倍
の
写
経
発
願
」（『
千
葉
史
学
』
一
〇
、
一
九
八
七
）

大
平
聡
「
写
経
所
手
実
論
序
説
」（『
古
代
中
世
史
料
学
研
究
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
）

川
原
秀
夫
「
紫
香
楽
宮
写
経
に
関
す
る
一
考
察
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
、
一

九
九
三
）

鷺
森
浩
幸
「
玄
�
発
願
法
華
経
・
法
華
摂
釈
の
書
写
に
つ
い
て
」（『
続
日
本
紀
研

究
』
二
五
五
、
一
九
八
八
）

薗
田
香
融
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
救
済
の
論
理
（
序
説
）」（『
日
本
宗
教
史
研
究

四

救
済
と
そ
の
論
理
』
法
蔵
館
、
一
九
七
四
）

東
野
治
之
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
『
文
選
』
の
普
及
」（『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の

研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
七
）

仁
藤
敦
史
「
手
実
二
点
（
口
絵
解
説
）」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
九
、
二
〇
〇

三
）

春
名
宏
昭
「
先
写
一
切
経
（
再
開
後
）
に
つ
い
て
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
三
、

一
九
九
五
）

皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
史
論

集
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
）

山
下
有
美
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）
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山
本
幸
男
「『
華
厳
経
』
講
説
を
支
え
た
学
僧
た
ち
」（『
南
都
仏
教
』
八
七
、
二

〇
〇
六
）

若
井
敏
明
「
造
東
大
寺
司
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
三
、
一

九
八
六
）

渡
辺
晃
宏
「
金
光
明
寺
写
経
所
と
反
故
文
書
」（『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
八
一
、

一
九
八
六
）

渡
辺
晃
宏
「
金
光
明
寺
写
経
所
の
研
究
」（『
史
学
雑
誌
』
九
六
―
八
、
一
九
八
七

ａ
）

渡
辺
晃
宏
「
造
東
大
寺
司
の
誕
生
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
八
、
一
九
八
七

ｂ
）
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他の利用 備 考

写疏所 二四２５８ ZZ２３―４〈８３〉 １

写疏所 二四２５９ ZZ４７―３〈１６〉 １

写疏所 八４３４～４３５ S１９� ３ 一次、伊豆国正税帳（二

１９２～１９５）／二次、写間経

所解（天平１５、八３１３～

３１７）

一次文書と同面。

写疏所 八４２８ ZZ４４―１０〈２２〉 ２ 一次、写疏所見在雑物申

送文案（天平１５、八３７６～

３７８）

写疏所 八４１９～４２７ ZZ３５―４〈１～８〉 １ 裏書〈１〉「天平十三年七月

一日刑部広国」、〈８〉「阿刀

足嶋」「枚及」。

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４３５～４３７ Z４� ３ 一次、御野国味蜂間郡春

部里戸籍（大宝２、一７～９）

／二次、写経校紙注文（天

平１５、八３２０～３２１）

一次文書と同面。

写疏所 八４３７ Z４� ３ 一次、御野国味蜂間郡春

部里戸籍（大宝２、一１１～

１５）／二次、写経所解案（天

平１５、八２２８～２３０）

一次文書と同面。

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照 端裏「天平十六年」、奥裏

「此手実者、可破却。然、依

可視所在、暫留置」。

建部広足→写疏所 八４３７～４３８ ZZ１９―４〈１〉 １ 抹消。付箋「廿九ノ九」、未

修６７１「十九枚」。

大鳥祖足→写疏所 八４３８ ZZ１９―４〈２〉 １

阿閉葦人→写疏所 八４３８～４３９ ZZ１９―４〈３〉 １ 裏書「第三」。

杖部子虫→写疏所 八４３９ ZZ１９―４〈４〉 １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４３９～４４１ ZZ１９―４〈５～７〉 １

ZZ１９―４〈８〉 ２ 一次、〔１１〕

杖部子虫→写疏所 八４４２ ZZ１９―４〈９〉 １ 抹消。

蜂田在人→写疏所 八４４２ ZZ１９―４〈１０〉 １ 裏書「蜂田在人請写華厳／

蜂田在人請写華厳疏一巻

第十五巻（抹消）」。

既母辛白麻呂→写疏所 八４４３ ZZ１９―４〈１１〉 １ 抹消。

民屯麻呂→写疏所 八４４３ ZZ１９―４〈１２〉 １

錦部大名→写疏所 八４４３～４４４ ZZ１９―４〈１３〉 １

既母建麻呂→写疏所 八４４４ ZZ１９―４〈１４〉 １

余馬養→写疏所 八４４４～４４５ ZZ１９―４〈１５〉 １

建部広足→写疏所 八４４５ ZZ１９―４〈１６〉 １ 一部抹消。

難萬君→写疏所 八４４５～４４６ ZZ１９―４〈１７〉 ２ 一次、〔０８〕
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文書番号 文 書 名 年 月 日 期間／作成 写経事業 文書機能

０１ 高市老人写経文 （天平１５．１２頃ヵ） 作成 間写 担当巻数・用紙等の

記録

０２ 写経文 （天平１５．１２頃ヵ） 作成 間写？ 担当巻数・用紙等の

記録

０３ 写経紙充筆墨帳 （天平１６．�頃） ～？ 五月一日経・大官一

切経・私願経ほか

作業状況・筆墨充当

等の記録

０４ 起信論疏及雑物出蔵

帳

天平１６．�．８ 作成 間写 起信論・雑物出蔵の

記録

０５ 常疏紙充帳 天平１６．�．１４ ～３．８ 五月一日経 紙充帳

０６ 写経疏筆墨充帳 天平１６．２．６ ～？ 五月一日経・大官一

切経・間写・私願経

作業状況・筆墨充当

の記録

―０１ 写疏所充筆墨文案 天平１６．２．６ 作成 （作業状況・筆墨充当

の報告→）作業状況・

筆墨充当の記録

―０２ 写経疏筆墨充帳 （天平１６．２．６以降） ～？ 作業状況の記録

０７ 間写手実帳 天平１６．２．２９ ～１２．２１ 間写 布施計算・支給の台

帳

―０１ 建部広足写経手実 天平１６．２．２９ 作成 間写 写経手実

―０２ 大鳥祖足写経手実 天平１６．１２．２０ 作成 間写 写経手実

―０３ 阿閉葦人写経手実 天平１６．１２．２１ 作成 間写 写経手実

―０４ 杖部子麻呂写経手実 天平１６．３．６ 作成 間写 写経手実

―０５ 奉写経并用紙等顕注

文案

天平１６．３．８ 作成 間写 写経手実

―０６ 杖部子虫写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

―０７ 蜂田在人写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

―０８ 既母辛白麻呂写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

―０９ 民屯麻呂写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

―１０ 錦部大名写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

―１１ 既母建麻呂写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

―１２ 余馬養写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

―１３ 建部広足写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

―１４ 難萬君写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実
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王広麻呂→写疏所 八４４６ ZZ１９―４〈１８〉 １

鳥取益麻呂→写疏所 八４４６～４４７ ZZ１９―４〈１９〉 １ 付箋「一」。

呉原生人→写疏所 二四２６６ S３３�裏 ２ 一次、出雲国大税賑給歴

名帳（天平１１、二２４３～

２４４）

葛野安万呂→写疏所 八４４７ ZZ１９―４〈２０〉 １ 裏書（習書）。 抹消。付箋「十 一 ノ 五」

「二」。未修１５５「乙ノ十一」

「七（×六）枚」。

忍坂成万呂→写疏所 八４４７

達沙牛甘→写疏所 八４４８ ZZ１９―４〈２１〉 １

安曇広万呂→写疏所 八４４８ ZZ１９―４〈２２～２３〉 １

阿刀息人→写疏所 八４４８～４４９ ZZ１９―４〈２４〉 ２ 一次、〔１０〕

既母辛白麻呂→写疏所 八４４９ ZZ１９―４〈２５〉 １

古乎万呂→写疏所 八４４９ ZZ１９―４〈２６〉 ２ 一次、〔０９〕

茨田久治麻呂→写疏所 八４５０ ZZ１９―４〈２７〉 １

既母建麻呂→写疏所 二四２６６ ZZ１９―４〈１７〉裏 １ 二次、〔０７―１４〕

民屯麻呂→写疏所 二四２７０ ZZ１９―４〈２６〉裏 １ 二次、〔０７―２４〕

余馬養→写疏所 二四２７０～２７１ ZZ１９―４〈２４〉裏 １ 二次、〔０７―２２〕

写疏所 二四２９１～２９２ ZZ１９―４〈８〉裏 １ 二次、〔０７―０５〕

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４５０～４５１ ZZ４２―４〈１３〉 １

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 端裏「僧正弥勒経料充紙

并墨紙等納帳」。

写疏所 八４５１～４５５ ZZ１１―３〈１～５〉 １ 裏書〈２〉「天平十二年八月

一日刑部広国」「葛野」、

〈４〉「天平十二年十月一日

三野部石嶋」。

〈１〉付箋「卅二ノ一」。未修

目録７９６「壹巻 十九枚」。

写疏所 八４５６～４５７

ZZ１１―３〈６〉 １

写疏所 二四２５９～２６０ ZZ３５―３〈５〉裏 １ 二次、間紙充帳（天平１５

〔天平１６．３～分〕、八３９１～

３９２）。習書（同面）。

金光明寺造物所政所 八４５８～４５９ ZZ４―２０〈４〉 １ 裏書「河内浄成」。

金光明寺造物所政所 八４５９～４６１ ZZ３７―９〈９〉 １ 二次、志斐麻呂櫃納紙検

定注文（天平１８、二四３３０

～３３１）

付箋「卅八ノ十一」、未修

目 録９７９「同（壱 巻） 九

枚」。

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４６１ ZZ１１―４〈１〉 １ 二次、〔１８〕／三次、〔２６〕 〈１〉付箋「廿九ノ十三」。未

修目録６８７「片紙」「廿枚」。

写疏所 二四２６０ ZZ１１―４〈１〉裏 ２ 一次、〔１７〕／三次、〔２６〕 「不用」と記し、全体を抹

消。
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（０７）―１５ 王広麻呂写経手実 天平１６．６．１１ 作成 間写 写経手実

―１６ 鳥取益麻呂写経手実 天平１６．６．１１ 作成 間写 写経手実

―１７ 呉原生人写経手実 天平１６．６．１１ 作成 間写 写経手実

―１８ 葛野安麻呂写経手実 天平１６．６．１１ 作成 間写 写経手実

―１９ 忍坂成万呂写経手実 天平１６．６．１１ 作成 間写 写経手実

―２０ 達沙牛甘写経手実 天平１６．６．１１ 作成 間写 写経手実

―２１ 安曇広万呂写経手実 天平１６．６．１１ 作成 間写 写経手実

―２２ 阿刀息人写経手実 天平１６．６．１１ 作成 間写 写経手実

―２３ 既母辛白麻呂写経手

実

天平１６．７．１６ 作成 間写 写経手実

―２４ 古乎万呂写経手実 天平１６．７．１７ 作成 間写 写経手実

―２５ 茨田久治麻呂写経手

実

天平１６．７．６ 作成 間写 写経手実

０８ 既母建麻呂写経手実 天平１６．６．７ 作成 間写 写経手実

０９ 民屯麻呂写経手実 天平１６．７．５ 作成 間写 写経手実

１０ 余馬養写経手実 天平１６．７．１３ 作成 間写 写経手実

１１ 写論疏手実未上人等

歴名

（天平１６．３．８以前） 作成 五月一日経？ 手実未提出者名簿、

提出命令

１２ 写疏所解案 天平１６．３．１０ 作成 五月一日経・間写 料紙受納・用残等の

報告

１３ 僧正弥勒経料充紙并

墨紙等納帳

天平１６．３．１４ ～６．１６ 僧正弥勒経 紙充・筆墨充納帳

―０１ 僧正弥勒経料紙充帳 天平１６．３．１４ ～５．３ 僧正弥勒経 紙充帳

―０２ 僧正弥勒経料筆墨充

帳

天平１６．３．１４ ～６．１６ 僧正弥勒経 筆墨充納帳

１４ 間写校正手実 （天平１６．３ヵ） 作成 間写 校正手実

１５ 金光明寺造物所大般

若経奉請文

天平１６．４．１６ ～１９．１．１５ ― 経本貸出の記録

１６ 写疏料紙等納充帳 天平１６．４．１９ ～１７．５．１３ 五月一日経・間写ほ

か

料紙出納帳

１７ 写疏所解案 天平１６．４．２０ 作成 僧正弥勒経 作業状況の報告

１８ 弥勒経書写文 （天平１６．４末頃） 作成 僧正弥勒経 写経巻数・用紙等の

記録
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写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照 端裏「依此手実検充施物

〈以外手実皆破却之〉

五月七日酒主」。

写疏所 八４６１～４６２ ZZ１１―４〈２〉 １ 裏書「山部」。 付箋「廿三ノ一」「二」。未

修目録「壹巻 十二枚」。

山部花→写疏所 八４６２～４６３ ZZ１１―４〈３〉 １ 裏書（習書）。

葛野安麻呂→写疏所 八４６３ ZZ１１―４〈４〉 １

既母辛建麻呂→写疏所 八４６３ ZZ１１―４〈５〉 １

杖部子虫→写疏所 八４６３ ZZ１１―４〈６〉 １ 裏書あり。

志紀久比麻呂→写疏所 八４６４ ZZ１１―４〈７〉 １

辛国人成→写疏所 八４６４ ZZ１１―４〈８〉 １

建部広足→写疏所 八４６４ ZZ１１―４〈９〉 １

漢浄万呂→写疏所 八４６５ ZZ１１―４〈１１〉 １

既母辛白万呂→写疏所 八４６５ ZZ１１―４〈１２〉 １

鳥取益万呂→写疏所 八４６５ ZZ１１―４〈１３〉 １

王広麻呂→写疏所 未収（拾遺２１） 国立歴史民俗博物館

所蔵断簡（H―１５８７―

１）

１

写疏所 八４１１～４１５、二

四２２０、八４１７～

４１９、４０３～４０６、

二四２１９～２２０、

八４０６～４０７

� S３２�裏 ２ 一次、出雲国大税賑給歴

名帳（天平１１、二２２４～

２３１）

S９�裏 ２ 一次、右京計帳（天平５、一

５０１）

� S３３�裏 ２ 一次、出雲国大税賑給歴

名帳（天平１１、二２４４～

２４６）

S９�裏 ２ 一次、右京計帳（天平５、一

４８３～４８８）

� S３７�裏 ２ 一次、淡路国正税帳（天平

１０、二１０２）

� S３４�裏 ２ 一次、隠岐国正税帳（天平

４、一４５１～４５２）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二３５１ S９	裏 ２ 一次、右京計帳（天平５、一

４８９～４９０）

写疏所 二四２６５ S３２
（２）裏 ２ 一次、出雲国大税賑給歴

名帳（天平１１、二２１５～

２１７）

辛国人成（→慈訓或いは

平摂？）

二四２６９ ZZ１６―４〈２１〉 ２？ 一次？、〔２４〕

？ 二四２７０ ZZ１６―４〈２１〉裏 １？ 二次？、〔２３〕

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写疏所 二四２９０ S３２�（２）裏 ２ 一次、出雲国大税賑給歴

名帳（天平１１、二２２３～

２２４）
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１９ 写弥勒経経師手実帳 天平１６．４．２１ ～５．７ 僧正弥勒経 布施計算・支給の台

帳

―０１ 達沙牛甘等写経手実 天平１６．５．３ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―０２ 山部花写経手実 天平１６．４．２１ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―０３ 葛野安麻呂写経手実 天平１６．５．２ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―０４ 既母辛建麻呂写経手実 天平１６．５．３ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―０５ 杖部子虫写経手実 天平１６．５．２ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―０６ 志紀久比麻呂写経手

実

天平１６．５．２ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―０７ 辛国人成写経手実 天平１６．５．３ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―０８ 建部広足写経手実 天平１６．５．２ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―０９ 漢浄万呂写経手実 天平１６．５．２ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―１０ 既母辛白万呂写経手

実

天平１６．５．３ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―１１ 鳥取益万呂写経手実 天平１６．５．３ 作成 僧正弥勒経 写経手実

―１２ 王広麻呂写経手実 天平１６．５．３ 作成 僧正弥勒経 写経手実

２０ 常疏紙充帳 天平１６．５．１ ～１２．２４ 五月一日経 紙充帳

２１ 写疏所解案 天平１６．５．４ 作成 僧正弥勒経 料紙受納・用残等の

報告

２２ 写疏所筆墨用帳 天平１６．５．２９ ～１８．４．６ 五月一日経・間写・私

書ほか

筆墨出庫・用途等の

記録

２３ 辛国人成啓案 （天平１６．６ヵ） 作成 ― 経本貸返申請

２４ 某牒案 （天平１６．６以前ヵ） 作成 ― 参集告知

２５ 写経手実帳 （天平１６．６以降） ～？ 五月一日経・間写 担当巻数・用紙等の

記録

―０１ 阿刀酒主写経手実 （天平１６．６以降） 作成 五月一日経 担当巻数・用紙等の

記録
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写疏所 二四２７２～２７３ S３２�（１）裏 ２ 一次、出雲国大税賑給歴

名帳（天平１１、二２２２～

２２３）

写疏所 二四２６１ ZZ１１―４〈１〉裏 ３ 一次、〔１７〕／二次、〔１８〕

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照 往来軸「以受筆墨写紙并

更請帳」（ZZ３４―１）。

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４７１～４７２ � ZZ３４―１〈１１〉 １ 付箋「十九帙三巻」。

写疏所 八４７２

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４６７ � ZZ３４―１〈１～３〉 １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４６８ ZZ３４―１〈４〉 １

写疏所 八４６８

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４６８～４６９ ZZ３４―１〈５〉 ２ 一次、〔２９〕

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４６９

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４６９

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４６９～４７０ ZZ３４―１〈６〉 １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４７０ ZZ３４―１〈７〉 １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４７０ 抹消。

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４７０～４７１

ZZ３４―１〈８〉 １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４７１ ZZ３４―１〈９〉 ２ 一次、写疏所紙筆墨充帳

（天平１５、二四２２１）

付箋「七ノ四 一」。

ZZ３４―１〈１０〉 １

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二４５６ S１３�裏〈２〉 ２ 一次、和泉監正税帳（天平

９、二７５～７８）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二４５６

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二４５６～４５７

写疏所 二４５７

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４８６～４８７ S１３�裏〈１〉

写疏所 八４８７

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４７２～４７３ � ZZ３４―１〈１２〉 ２ 一次、優婆塞貢進文案（二

四２９９～３００）

付箋「廿四ノ四 三」。
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（２５）―０２ 辛国人成写経手実 （天平１６．７．２７以降） 作成 五月一日経・間写 担当巻数・用紙等の

記録

２６ 華厳経疏本注文 （天平１６．６．１１以前） 作成 五月一日経 経本借受の記録

２７ 以受筆墨写紙并更請

帳

天平１６．６．１３ ～勝宝５．１１．２５ 五月一日経・大官一

切経・間写ほか

筆墨受納・充当の記

録

―０１ 写疏所解案 天平１６．６．１３ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―０２ 写疏所充筆注文 天平１６．６ヵ 筆充当の記録

―０３ 写疏所請筆墨文 天平１６．６．２５ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―０４ 写疏所請筆墨文 天平１６．７．２ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―０５ 写疏所筆墨受充帳 天平１６．７．５ ～７．１８ 筆墨受納・充当の記

録

―０６ 写疏所請墨文 天平１６．７．２３ 作成 （墨の請求→）墨受

納・充当の記録

―０７ 写疏所請筆墨文 天平１６．７．２９ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―０８ 写疏所請筆墨文 天平１６．８．２ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―０９ 写疏所請筆墨文 天平１６．８．９ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―１０ 写疏所請筆墨文 天平１６．８．１２ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―１１ 写疏所請筆文 天平１６．８．２０ 作成 （筆の請求→）筆墨受

納・充当の記録

―１２ 写疏所請筆文 天平１６．８．２０ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―１３ 写疏所筆墨請充帳 天平１６．９．８ ～９．１６ 筆墨受納・充当の記

録

―１４ 写疏所請筆墨文 天平１７．６．２１ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―１５ 写疏所解案 天平１７．７．１１ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―１６ 写疏所解案 天平１７．７．１８ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―１７ 写疏所筆墨受充帳 天平１７．８．２ ～８．１０ 筆墨受納・充当の記

録

―１８ 写疏所請筆墨文 天平１７．８．１８ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―１９ 写疏所筆墨受充帳 天平１７．９．３ ～１７．１２．１２ 筆墨受納・充当の記

録

―２０ 写疏所解案 天平１７．１０．１ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録
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写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４７３ （�） 付箋「廿四帙 」。

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二６６６ S９�裏 ２ 一次、右京計帳（天平５、一

４９５～４９７）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二６６９

写疏所 二６６９

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

九４３３～４３４、４３４ � Z１５� ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４７７）

ZZ３２―５〈２０～２１〉 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二四３１８）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二６８２ � S１�裏 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４５８）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二６８３

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二６８９

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二７１１～７１２ � S２�裏 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４７２～４７３）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二７１２、７１５

S１�裏 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４５９～４６０）写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二７１６

S１	裏 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４６４）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二６８４、７１９ S１
裏 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４６５～４６６）

S４�裏 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４７９）

写疏所（→造東大寺司） 三５０ � S１裏 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４７０）

写疏所（→造東大寺司） 三５１

写疏所（→造東大寺司） 三４０ � Z８�裏 ２ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一１９９～２００）

写疏所（→造東大寺司） 三４１

写疏所（→造東大寺司） 三４８ � Z８�（１）裏 ２ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一１９２～１９３）

写疏所（→造東大寺司） 三４９ � Z７�裏 ２ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一１８８～１８９）

写疏所（→造東大寺司） 三４９～５０

写疏所（→造東大寺司） 十１７２、三５６～５７

Z８�裏 ２ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一２０４～２０６）写疏所（→造東大寺司） 三５８～５９
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（２７）―２１ 写疏所請筆墨文 天平１８．１．１４ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―２２ 写疏所解案 天平１９．３．２７ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―２３ 写疏所解案 天平１９．４．２７ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―２４ 写疏所筆墨返上帳 天平１９．５ ～２０．９ 筆墨返上の記録

―２５ 写疏所解案 天平１９．８．１０ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―２６ 写疏所解案 天平１９．９．１９ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―２７ 写疏所解案 天平１９．９．２５ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―２８ 写疏所解案 天平１９．１０．５ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―２９ 写疏所解案 天平１９．１０．１５ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―３０ 写疏所解案 天平１９．１１．１２ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―３１ 写疏所解案 天平１９．１１．１９ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―３２ 写疏所解案 天平１９．１２．６ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―３３ 写疏所解案 天平２０．１．２２ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―３４ 写疏所解案 天平２０．１．２４ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―３５ 写疏所解案 天平２０．２．６ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―３６ 写疏所解案 天平２０．２．８ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―３７ 写疏所解案 天平２０．２．１２ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―３８ 写疏所解案 天平２０．２．１３ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―３９ 写疏所解案 天平２０．２．１６ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４０ 写疏所解案 天平２０．２．２７ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４１ 写疏所解案 天平２０．３．３ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録
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写疏所（→造東大寺司） 三５９～６０ （�） Z７�裏 ２ 一次、豊前国仲津郡丁里

戸籍（大宝２、一１８３～１８５）

写疏所（→造東大寺司） 三６１

写疏所（→造東大寺司） 三６２

写疏所（→造東大寺司） 三６９ Z８�裏 ２ 一次、豊前国上三毛郡加

自久也里戸籍（大宝２、一

１９６～１９７）写疏所（→造東大寺司） 十２６１～２６２

写疏所（→造東大寺司） 三８２ Z８�裏 ２ 一次、豊前国上三毛郡加

自久也里戸籍（大宝２、一

２０３～２０４）

写疏所（→造東大寺司） 八４７３～４７４ � ZZ３４―１〈１３〉 ２ 一次、市原王状（天平２１、

二四５１８）

写疏所（→造東大寺司） 八４７４

写疏所（→造東大寺司） 八４７４～４７５ ZZ３４―１〈１４〉 １ 追記あり。

写疏所（→造東大寺司） 八４７５ ZZ３４―１〈１５〉 １

ZZ３４―１〈１６〉 ２ 一次、写実雲経校正注文

（年月日欠、一九５５０）写疏所（→造東大寺司） 八４７６

写疏所（→造東大寺司） 八４７６～４７７ ZZ３４―１〈１７～１９〉 １

写疏所（→造東大寺司） 八４７７ ZZ３４―１〈２３〉 ２ 一次、奉写疏集伝目録（年

月日欠、一二５４３～５４５）

写疏所（→造東大寺司） 八４７７～４７８

写経所（→造東大寺司） 八４７８

写書所（→造東大寺司） 八４７８～４７９

ZZ３４―１〈２４〉 ２ 一次、奉写疏集伝目録（年

月日欠、一二５４３～５４５）写経所（→造東大寺司） 八４７９

写書所（→造東大寺司） 八４７９～４８０

写書所（→造東大寺司） 八４８０～４８１ ZZ３４―１〈２５〉 ２ 一次、奉写疏集伝目録（年

月日欠、一二５４３～５４５）、

裏書「四秩」。写経所 八４８１

写経所（→造東大寺司） 八４８１

写経所 八４８２～４８３ ZZ３４―１〈２６〉 ２ 一次、奉写疏集伝目録（年

月日欠、一二５４３～５４５）、

裏書「題了」。
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（２７）―４２ 写疏所解案 天平２０．３．７ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４３ 写疏所解案 天平２０．３．１５ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４４ 写疏所解案 天平２０．３．２４ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４５ 写疏所解案 天平２０．４．３ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４６ 写疏所解案 天平２０．４．５ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４７ 写疏所解案 天平２０．５．１１ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４８ 写疏所解案 天平２１．２．２７ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―４９ 写疏所解案 天平２１．３．２５ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―５０ 写疏所解案 感宝１．５．３ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―５１ 写疏所解案 感宝１．６．１３ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―５２ 写疏所解案 勝宝１．７．２１ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―５３ 写疏所解案 勝宝１．１１．１１ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―５４ 写疏所解案 勝宝２．２．１８ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―５５ 写疏所解案 勝宝２．７．１ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―５６ 写経所解案 勝宝２．７．２９ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―５７ 写書所解案 勝宝２．８．１９ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―５８ 写経所解案 勝宝２．９．３０ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―５９ 写書所解案 勝宝３．５．１６ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―６０ 写書所解案 勝宝３．５．２６ 作成 （筆の請求→）筆受

納・充当の記録

―６１ 写経所請筆墨帳 勝宝３．５．２７ ～７．１２ 筆墨受納・充当の記

録

―６２ 写経所解案 勝宝３．８．７ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・充当の記録

―６３ 写経所請筆墨帳 勝宝３．８．２４ ～４．２．６ 筆墨受納・充当の記

録
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写経所 八４８３ （�）

写書所（→造東大寺司） 八４８３～４８４ ZZ３４―１〈２７〉 １

写書所（→造東大寺司） 八４８４ ZZ３４―１〈２７〉 １

写書所（→造東大寺司） 八４８４ ZZ３４―１〈２７〉 １

写書所 八４８５～４８６ ZZ３４―１〈２７～２８〉 １

写疏所 二四２６７ ZZ１６―６〈１９〉 １

（金光明寺造物所政所→）

写疏所

二３５３ ZZ３４―１〈５〉裏 １ 二次、〔２７―６～８〕

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二四２４８～２４９ ZZ２７―４〈１６〉裏 １ 二次、〔３２〕

写疏所 二四２８９～２９０ ZZ３５―６〈２８〉裏 １ 二次、経師等写疏紙筆墨

充帳（天平１８、九２２～２３）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４８７～４８８ ZZ２７―４〈１６〉 ２ 一次、〔３０〕

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

各文書参照 各文書参照 ―

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４８８～４８９ ZZ２７―４〈１７〉 １ 付箋「廿七ノ九」「六」、未

修目録５７８「一枚」。

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八４８９～４９０

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二４３８～４３９ S１３�（１）裏 ２ 一次、和泉監正税帳（天平

９、二８５～８６）

安曇広万呂→写疏所 二四２７３～２７４ ZZ２３―４〈６９〉 １ 「不」と記し、抹消。

写疏所 二四２８４～２８７ ZB４８�裏、ZZ２３―５

〈４２〉、ZZ２３―５〈４２〉裏

１ 二次、千字文（ZB４８�、未
収）

写疏所 二四２７４ ZZ２６―３〈５〉 １ 二次、常疏校帳（天平１５

〔天平１６．８．２７分〕、八３８１

～３８２）

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写疏所 八４９７～４９８ ZZ２６―４〈１～２〉 １

写疏所 八４９８ ZZ２６―４〈３〉 １

写疏所 八４９８～４９９ ZZ２６―４〈４〉 １

写疏所 八４９９ ZZ２６―４〈５〉 １ 裏書「鳥取宅麻呂写成唯

識論掌中□（抹消）」。
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（２７）―６４ 写経所請筆文 勝宝４．�．２７ 作成 （筆請求→）筆受納・

充当記録

―６５ 写書所解案 勝宝４．４．１８ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・返上の記録

―６６ 写書所解案 勝宝４．７．６ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納の記録

―６７ 写書所解案 勝宝４．８．２６ 作成 （筆墨の請求→）筆墨

受納・返上の記録

―６８ 写経所請筆墨帳 勝宝４．１１．１５ ～５．１１．２５ 筆墨受納・返上の記

録

２８ 辛国人成経疏本奉請

文

天平１６．６．２３ 作成 五月一日経 経本借受の記録

２９ 金光明寺造物所符案 天平１６．７．２２ 作成 写経一般 校正時の布施減額・

支給法・手続きの伝

達

３０ 写疏所解案 （天平１６．７．２３以前） 作成 五月一日経・間写 書写経典の報告

３１ 間写勘出文 （天平１６．７．１８～２３

ヵ）

作成 間写 校正の記録

３２ 装潢等送紙受充文案 天平１６．７．２６ 作成 五月一日経・間写 料紙受充の報告

３３ 装潢等紙進送帳 天平１６．７．２９ ～１７．５．１１ 五月一日経・間写 料紙受納・用途・用紙

等の記録

―０１ 写疏用紙并料物申送

文案

天平１６．１２．２３ 作成 五月一日経・間写 料紙受納・用途・用紙

等の報告

―０１ 写疏用紙并料物申送

文案

天平１６．７．２９ 作成 五月一日経・間写 料紙受納・用途・用紙

等の報告

―０２ 写疏用紙并料物申送

文案

天平１６．１２．２３ 作成 五月一日経・間写 料紙受納・用途・用紙

等の報告

―０２ 写疏用紙并料物申送

文案

天平１７．５．１１ 作成 五月一日経・間写 料紙受納・用途・用紙

等の報告

３４ 安曇広万呂写経手実 （天平１６．８ヵ） 作成 ？ 写経手実

３５ 得考舎人等考内行事

帳

天平１６．８ ～１７．７ 五月一日経・間写・私

願経

作業状況の記録

３６ 常疏校帳 天平１６．８．２７ 五月一日経 校正の記録

３７ 写経論疏勘出手実帳 天平１６．９．２７ ～１８．１．２４ 五月一日経・間写ほ

か

校正記録→布施増減

の台帳

―０１ 写経論疏勘出手実帳 天平１６．９．２７ ～１７．７ 校正記録→布施増減

の台帳

―０１ 勘出手実 天平１６．１０．１０ 作成 校正結果の報告

―０２ 勘出手実 天平１６．１０．９ 作成 校正結果の報告

―０３ 勘出手実 天平１６．１０．１８ 作成 校正結果の報告

―０４ 勘出手実 天平１６．９．２７ 作成 校正結果の報告
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写疏所 八４９９ ZZ２６―４〈６〉 １

写疏所 八４９９～５００ ZZ２６―４〈７〉 １

写疏所 八５００ ZZ２６―４〈８〉 １

写疏所 八５０１ ZZ２６―４〈９〉 １ 二次、疏本并用紙注文案

（天平１７、二四２９５）

写疏所 八５０１ ZZ２６―４〈１０〉 １

写疏所 八５０１～５０２ ZZ２６―４〈１１〉 １

写疏所 八５０２ ZZ２６―４〈１２〉 １

写疏所 八５０２ ZZ２６―４〈１３〉 １

写疏所 八５０３ ZZ２６―４〈１４〉 １

写疏所 八５０３ ZZ２６―４〈１５〉 １

写疏所 八５０４～５０５ ZZ２６―４〈１６〉 １

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写疏所 八５０５ ZZ２６―４〈１７〉 １

写疏所 八５０５～５０６ ZZ２６―４〈１８〉 １

写疏所 八５０６ ZZ２６―４〈１９〉 １

写疏所 八５０６ ZZ２６―４〈２０〉 １

写疏所 八５０６ ZZ２６―４〈２１〉 １

写疏所 八５０６ ZZ２６―４〈２２〉 １

写疏所 八５０７ ZZ２６―４〈２３〉 １ 裏書（習書）。

写疏所 八５０７ ZZ２６―４〈２４〉 １

写疏所 八５０８ ZZ２６―４〈２５〉 １ 裏書「疏界」。

写疏所 八５０８ ZZ２６―４〈２６〉 １

写疏所 八５０８～５０９ ZZ２６―４〈２７〉 １

写疏所 二四３９５ Z１８�裏 ２ 一次、優婆塞貢進文（天平

１４、二３１９～３２０）

写疏所 二四３２７ ZB４７�裏 ２ 一次、優婆塞貢進文（天平

１４、二３１４～３１５）

写疏所 八５０９～５１０ ZZ２６―４〈２８～２９〉 １

写疏所 八５１０ ZZ２６―４〈３０〉 １

写疏所 八５１１ ZZ２６―４〈３１〉 １

写疏所 八５１１ ZZ２６―４〈３２〉 １ 裏書「一」。

写疏所 二３５８ S１７�裏 ２ 一次、駿河国正税帳（天平

９、二７１～７３）

写疏所 二四２７４～２７５ ZZ１１―１〈２〉 １ 付箋「十九帙三巻」。未収

目録３１９「一枚」。

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写疏所 二３５９（拾遺４〔１〕

裏）

静岡県立美術館所蔵

断簡�（１）裏
２ 一次、山背国愛宕郡里未

詳計帳（天平４、一５４４～

５４６）写疏所 未収（拾遺４〔１〕

裏）、九５６
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（３７）（－０１） ―０５ 勘出手実 天平１６．１０．７ 作成 校正結果の報告

―０６ 勘出手実 天平１６．１２．１７ 作成 校正結果の報告

―０７ 勘出手実 天平１７．４．１８ 作成 校正結果の報告

―０８ 勘出手実 天平１７．５．１０ 作成 校正結果の報告

―０９ 勘出手実 天平１７．５．１０ 作成 校正結果の報告

―１０ 勘出手実 天平１７．５．１０ 作成 校正結果の報告

―１１ 勘出手実 天平１７．６．２０ 作成 校正結果の報告

―１２ 勘出手実 天平１７．６．２８ 作成 校正結果の報告

―１３ 勘出手実 天平１７．６．２８ 作成 校正結果の報告

―１４ 勘出手実 天平１７．７．３ 作成 校正結果の報告

―１５ 可減銭歴名 天平１７．７ 作成 布施減額の集計

―０２ 写経論疏勘出手実帳 天平１７．７．１ ～１８．１ 校正記録→布施増減

の台帳

―０１ 勘出手実 天平１７．７．１ 作成 校正結果の報告

―０２ 勘出手実 天平１７．７．６ 作成 校正結果の報告

―０３ 勘出手実 天平１７．７．２ 作成 校正結果の報告

―０４ 勘出手実 天平１７．７．２４ 作成 校正結果の報告

―０５ 勘出手実 天平１７．７．２４ 作成 校正結果の報告

―０６ 勘出手実 天平１７．６．２４ 作成 校正結果の報告

―０７ 勘出手実 天平１７．８．２３ 作成 校正結果の報告

―０８ 勘出手実 天平１７．９．８ 作成 校正結果の報告

―０９ 勘出手実 天平１７．９．９ 作成 校正結果の報告

―１０ 勘出手実 天平１７．９．２２ 作成 校正結果の報告

―１１ 勘出手実 天平１７．９．２１ 作成 校正結果の報告

―１２ 可減銭歴名 天平１８．１ 作成 布施減額の集計

―１３ 可充銭歴名 天平１８．１ 作成 布施支給の集計

―０３ 勘出手実 （天平１６．１０．３０ヵ） 作成 校正結果の報告

―０４ 勘出手実 天平１８．１．１４ 作成 校正結果の報告

―０５ 勘出手実 天平１８．１．２４ 作成 校正結果の報告

―０６ 勘出手実 天平１８．１．２４ 作成 校正結果の報告

３８ 文選充本帳 天平１６．１０．８ 作成 私書 充本・作業状況の記

録

３９ 私写雑経疏充本等帳 天平１６．１０．８ ～１７．３．１０ 私願経ほか 充本・料紙利用等の

記録

４０ 先一切経筆墨納并充

帳

天平１６．１０．２５ ～２０．３．２５ 大官一切経（先写一

切経）

筆墨納充の記録

―０１ 先一切経筆墨納充帳 天平１６．１０．２５ 作成 大官一切経（先写一

切経）

筆墨納充の記録

―０２ 先一切経筆墨納帳 天平１８．１．１１ ～１９．２．２５ 大官一切経（先写一

切経）

筆墨受納の記録

187



写疏所 九５６～６４、５４～

５５、５６

Z１１裏 ２ 一次、山背国愛宕郡里未

詳計帳（天平４、一５２４～

５３８）

Z１３�（２）裏 ２ 一次、山背国綴喜郡大住

郷？隼人計帳（天平７、一

６４６～６４８）

Z１３�（１）裏 ２ 一次、山背国綴喜郡大住

郷？隼人計帳（天平７、一

６４６）

写疏所 八５１２～５１３ ZB４８�裏 ２ 一次、写書破紙（凡網経疏

下巻卅六、未収）

金光明寺造物所政所（→

甲可宮）

二四２７５～２７６ Z３０� １ 二次、経師等上日案（天平

２０、二四５２０）

写疏所 二四２８０～２８１ ZZ３７―９〈５９～６５〉 １ 付箋「卌七」「十五ノ六」、
未修目録２３３「（×）四（六）

枚」。

写疏所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二３６５～３６６、３６６

～３６９、３６９～３７０、

３７０～３７１、八５１４、

二３７１～３７４、３８５、

３７４～３７６、３７６～

３７８、３８６～３８７

S３７�（３）裏 ２ 一次、淡路国正税帳（天平

１０、二１０５）

S３７�（２）裏 ２ 一次、淡路国正税帳（天平

１０、二１０２～１０５）

S３７�（１）裏 ２ 一次、淡路国正税帳（天平

１０、二１０２）

S２９�裏 ２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二６５～６６）

S３４�裏 ２ 一次、隠岐国正税帳（天平

４、一４５２）

S２９�裏 ２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二６４～６５）

S２９�裏 ２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二５７）

S２９�裏 ２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二６２～６３）

S２９�裏 ２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二６２）

S２９�（１）裏 ２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二５５～５６）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

二３７８～３８４、３８５、

３８５

S２９�裏、�（１）裏、
�（２）裏

２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二５８～６１、二５７、二５６～

５７）

S２９�（１）裏 ２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二５７）

S２９�（２）裏 ２ 一次、但馬国正税帳（天平

９、二５６～５７）

写経所（→金光明寺造物

所政所→皇后宮？）

二四２８３～２８４、

八５１６～５２０、５２０

ZZ４２� １ 端裏「布施文不用／右、

従天平十六年八月一日、

至十二月十六日書者」
S３４�裏 ２ 一次、隠岐国正税帳（天平

４、一４５３～４５７）
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（４０）―０３ 先一切経筆墨充帳 天平１８．２．６ ～２０．３．２５ 大官一切経（先写一

切経）

筆墨充当の記録

４１ 常疏始校帳 天平１６．１０．２７ ～１７．１．２９ 五月一日経 校正開始の記録

４２ 金光明寺造物所解案 天平１６．１０．３０ 作成 ― 経本・料紙進送の報

告

４３ 常疏紙納充注文 天平１６．１１．２８ ～１２．３ 五月一日経 料紙納充の記録

４４ 写疏所布施文案 天平１６．１２．１８ 作成 五月一日経・間写 布施の申請

―０１ 写疏所解案 天平１６．１２．１８ 作成 五月一日経・間写 作業状況の記録→布

施の申請

―０２ 写疏所解案 天平１６．１２．１８ 作成 間写 作業状況の記録→布

施の申請

４５ 写経所解案 天平１６．１２．１８ 作成 五月一日経・間写 布施の申請
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S３４�裏 ２ 一次、隠岐国正税帳（天平

４、一４５３）

写疏所（→金光明寺造物

所政所）

八５１５～５１６、八

５２０～５２４

S３４�裏 ２ 一次、隠岐国正税帳（天平

４、一４５９～４６０）

S３４�裏 ２ 一次、隠岐国正税帳（天平

４、一４５６～４５９）

写疏所 未収 ZZ３５―５〈１～２〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２９０～

２９１）

往来軸「常疏紙充」。

ZZ３５―５〈３～７〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、２８１～２９０）

ZZ３５―５〈８～１２〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２７０～

２８１）

ZZ３５―５〈１３～１４〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２６７～

２７０）

ZZ３５―５〈１５〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２５４～

２５５）

ZZ３５―５〈１６〉 ２ 一次、出雲国計会帳（天平

６、一６０２）

ZZ３５―５〈１７～２１〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２５８～

２６６）

ZZ３５―５〈２２〉 ２ 一次、山城国愛宕郡郷里

未詳計帳（天平５、一５４２～

５４３）

ZZ３５―５〈２３〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２５７～

２５８）

ZZ３５―５〈２４～２５〉 ２ 一次、出雲国計会帳（天平

６、一６０３）

ZZ３５―５〈２６〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２５７）

ZZ３５―５〈２７～２８〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２５５～

２５６）

ZZ３５―５〈２９〉 ２ 一次、山城国愛宕郡郷里

未詳計帳（天平５、一５４１～

５４２）

ZZ３５―５〈３０〉 ２ 一次、出雲国計会帳（天平

６年、６０１～６０２）

ZZ３５―５〈３１～３２〉 １

ZZ３５―５〈３３〉 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４６８～４６９）
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（４５）

４６ 写疏所解案 天平１６．１２．１８ 作成 五月一日経・間写 布施の申請

４７ 常疏紙充帳 天平１６．１２．５ ～勝宝２．９．３０ 五月一日経 紙充帳
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ZZ３５―５〈３４～３５〉 ２ 一次、下総国葛飾郡大嶋

郷戸籍（養老５、一２６６～

２６７）

ZZ３５―５〈３６〉 ２ 一次、出雲国計会帳（天平

６、一６０４）

ZZ３５―５〈３７～３８〉 １

ZZ３５―５〈３９〉 一次、民部省解（天平１７、

二４７８）

ZZ３５―５〈４０～４２〉 １

ZZ３５―５〈４３〉 ２ 一次、大粮申請継文（天平

１７、二４７１～４７２）

ZZ３５―５〈４４～４６〉 １

ZZ３５―５〈４７〉 ２ 一次、喪儀司解（天平１７、

二４７５）

ZZ３５―５〈４８〉 １

金光明寺造物所政所（→

内裏）

二３８７～３８８ Z２２� １ 二次、経師等上日案（天平

２０、二四５１８～５１９）

慈訓→写疏所 二四２６８ ZZ２３―５〈２０〉裏 １ 二次、常疏充装潢等帳（天
平１５〔１７分〕、九４２５～４２７）

写疏所 二四２８２ ZZ３７―９〈５１〉 １ 付箋「廿五ノ九」「卌一」。

写疏所 二四２８８～２８９ ZZ３７―９〈３４〉 １ 付箋「廿二」「四十三ノ九」、

未修目録１１２６「一枚」。
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（４７）

４８ 金光明寺造物所解案 （天平１６．１２．２５以降） 作成 ― 経本返却の請求

４９ 僧慈訓状 （天平１７年以前） 作成 ？ 貸出経本の変更願

５０ 請麻紙注文 （？．１１．１０） 作成 ？ 料紙請求の記録

５１ 先一切経遺紙散用帳 ？ 作成 大官一切経？ 借用官紙等の用途・

利用状況等の記録
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